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　10月27日㈯、鷲別小学校で、『１日防災学校』
（北海道・北海道教育委員会主催）の授業が行
われました。
　防災の要素を取り入れた授業内容で、１年生
は『防災かるた』を使って防災や減災について
知識を深めていました。

かるたで防災を学ぼう
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冬
を
満
喫
し
よ
う

－冬の登別の楽しみ方－
晴れた日はおでかけ

日 和

オロフレ峠の樹氷

　
夏
の
あ
る
晴
れ
た
日
の
こ
と
。
「
外
に

洗
濯
物
を
干
そ
う
」
、
「
公
園
ま
で
散
歩

し
よ
う
か
な
」
、
「
愛
車
を
洗
車
し
よ
う
」

な
ど
、
い
つ
も
よ
り
も
活
動
的
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
し
か
し
、
そ
れ
が
冬
に
な
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
。

　
「
晴
れ
て
い
て
も
寒
い
し
、
家
で
ぬ
く

ぬ
く
と
過
ご
し
た
い
」
、
「
寒
い
の
は
苦

手
だ
か
ら
外
に
は
で
き
る
だ
け
出
た
く
な

い
」
と
思
っ
て
し
ま
い
、
冬
に
な
る
と
外

出
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
寒
さ
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
、
北
海

道
の
冬
の
寒
さ
は
こ
た
え
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
冬
の
透
き
通
る
よ
う
な
空
気
の

中
、
太
陽
の
暖
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
日
に

ず
っ
と
家
の
中
に
い
る
こ
と
は
、
少
し
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
登
別
に
は
、
冬
を
よ
り
一
層
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ

バ
ス
キ
ー
場
』
や
『
登
別
温
泉
』
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
冬
は
、
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と

有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
、
家
族
や
友
人

な
ど
を
誘
っ
て
、
外
に
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
今
号
で
は
、
地
元
だ
か
ら
こ
そ
手
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
登
別
の
冬
の
お
で

か
け
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。
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◎�カルルス・サンライバスキー場線の路線バス運行
時刻（12月21日㈮～）

※太枠の時刻は、日曜日・祝日は運休です。

登別温泉 6:45 9:20 10:25 12:30 15:30 18:45
Ｊ
ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院前 6:46 9:21 10:26 12:31 15:31 18:46
紅葉谷入口 6:48 9:23 10:28 12:33 15:33 18:48
カルルス 7:05 9:35 10:40 12:45 15:45 19:05
サンライバスキー場 － 9:45 10:50 12:55 15:55 －
サンライバスキー場 － 9:50 10:55 13:00 16:00
カルルス 7:08 9:55 11:00 13:05 16:05
紅葉谷入口 7:25 10:12 11:17 13:22 16:22
Ｊ
ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院前 7:27 10:14 11:19 13:24 16:24
登別温泉 7:28 10:15 11:20 13:25 16:25

▶バス運行の問い合わせ
・登別温泉ターミナル
� （☎�３１１１）
・登別若山営業所
� （☎�８８７１）

バスに乗車する際は、
スキーやスノーボード
などをケースに入れて
お持ちください。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
編

オープン情報

カルルス温泉

サンライバ
スキー場

胆振最大級の
� スキー場

営�業期間・時間　12月15日
㈯～平成31年３月21日㈭
９時～16時
場所　カルルス町27
駐車場　600台（無料）
問�い合わせ　カルルス温泉
サンライバスキー場
� （☎�２８７２）
※�リフト料金やレンタル料
金などは裏表紙をご覧く
ださい。

◀�ウェブサイトでは
リフトの運行状況
や雪質などを調べ
ることができます。

　登別の大自然の中にある、標高1,040㍍の来馬岳
に積もった雪を整備したコースで、スキーヤーやス
ノーボーダーたちが、雄大な景色と爽快な滑りを楽
しむことができる白銀のゲレンデ。

　
北
海
道
内
の
各
地
で
は
、
ス
キ
ー
な
ど

の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
『
１
９
９
８
年
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
』
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
（
大
回

転
・
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
）
が
採
用
さ
れ
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
が
増
え
る
な
ど
、
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
登
別
に
お
い
て
は
、
１
９
６
３
（
昭
和

38
年
）
に
『
国
設
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー

場
』
（
現
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス

キ
ー
場
）
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

地
域
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
多
彩
な
コ
ー
ス
が
あ
る
カ
ル
ル
ス
温
泉

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
で
は
、
初
級
者
か

ら
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
そ
り
滑
り
や
子
ど
も

専
用
の
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、
家
族
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
旅
行
先
と
し
て
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　
車
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
か
ら
約
20

分
で
ス
キ
ー
場
に
着
き
、
登
別
温
泉
タ
ー

ミ
ナ
ル
か
ら
ス
キ
ー
場
ま
で
の
区
間
は
、

路
線
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
カ
ッ
プ
ル
や
親
子
の
一
日
券

が
割
引
に
な
る
『
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
割
引
』
（
２
月
10
日
㈰
・

11
日
㈪
、
３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
）
や
女

性
の
一
日
券
が
半
額
に
な
る
『
ひ
な
祭
り

女
性
特
別
割
引
』
（
３
月
３
日
㈰
）
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲�ゆったりと座れて初心者にも優し
い『ペアリフト』。３歳以下は無
料

特集 おでかけ 和
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あかしや団地 幌別本町 市役所入口

新川町１丁目 幌別駅西口 幌別小学校前

市民会館前資料館前 クリンクル
センター前

鷲別小学校前 はまなす団地 富　岸

若山町１丁目 桜木団地 緑町２丁目

新生町１丁目

鷲　別

総合体育館前

若草小学校前上鷲別入口 富岸小学校前 若山営業所前

登別駅前

登別温泉

カルルス
サンライバ
スキー場

足湯入口

郊外線（国道36号経由・
登別温泉行き）

郊外線（道道上登別室蘭線経由・登別温泉行き）
資料館前線（登別温泉行き）

佐
さ

藤
とう

 義
よし

雄
お

 さん

手ぶらで遊べるお得なスキー・スノーボードの
フルセットレンタルプラン『手ぶらでいぶり』。
昨年は約2,500件の利用がありました。
※料金などは裏表紙に掲載しています。

カルルス温泉サンライバスキー場の支配人として11シー
ズン目を迎える。索

さく

道
どう

の管理や従業員の研修をはじめ、
売店・レンタルなど、スキー場全般の運営を行う。

ス

小

バ
ス
で
行
く

登
別
温
泉
・
カ
ル
ル
ス
温
泉

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
行
き

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
て

み
た
い
と
思
っ
て
も
、
ス
キ
ー
や

さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
家
族
で
も
、

ス
キ
ー
場
で
安
全
に
遊
ぶ
こ
と
が

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
ブ
ー
ツ
の
ほ
か
、
上
下

の
ウ
ェ
ア
や
手
袋
、
帽
子
と
い
っ
た
防
寒

具
な
ど
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ス

キ
ー
場
が
市
内
に
あ
っ
て
も
、
全
て
を
準

備
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
費
用
が
か
か
っ

て
し
ま
う
た
め
、
な
か
な
か
重
い
腰
を
上

げ
ら
れ
ず
に
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
地
元
の
方
に
は
、
道
具
が
な
く
て
も
気

軽
に
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
通
常
の

半
額
以
下
の
料
金
で
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
フ
ル
セ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
す
る

こ
と
が
で
き
る
『
手
ぶ
ら
で
い
ぶ
り
』
を

９
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
初
級
者
・
中
級
者
向
け
の
カ
ル
ル
ス
温

泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
で
は
、
全
コ
ー

ス
を
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
滑
走
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
お
試
し
で
体
験
し
た
い
方
で

も
無
理
な
く
始
め
ら
れ
る
お
す
す
め
の
レ

ン
タ
ル
プ
ラ
ン
で
す
。

で
き
る
よ
う
、
そ
り
専
用
コ
ー
ス
を
整
備

し
て
お
り
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
子

ど
も
専
用
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
無
料
で
貸

し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
も
カ
レ
ー
や

ラ
ー
メ
ン
の
ほ
か
、
地
元
産
の
食
材
を
使

っ
た
こ
だ
わ
り
の
料
理
な
ど
、
豊
富
に
と

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
食
事
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
家
族
で
楽
し
い
冬
の
思
い
出
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲�そりとは違った滑りを楽しむことができる
スノーチューブ（ゴム製）

特集 おでかけ 和

地元の方にこそ、気軽に
お得に楽しんでもらいたい

※�主要停留所を掲載しています。
※�カルルスとサンライバスキー場は登別温泉から、
足湯入口は登別駅前から発着します。 4 ２０１８．１２月号 � 晴れた日はおでかけ日和
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新川町１丁目 幌別駅西口 幌別小学校前

市民会館前資料館前 クリンクル
センター前
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鷲　別
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若草小学校前上鷲別入口 富岸小学校前 若山営業所前

登別駅前
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舛
ます

甚
じん

 香
か

織
おり

 さん
登別国際観光コンベンション協会で、観光地の案内や窓
口業務などを行う。温泉に関する知識を深めようと、２
年前に温泉ソムリエマスターの資格を取得。

冬

閑

風
情
の
あ
る
雪
景
色
と

香
り
立
つ
湯
け
む
り
が
美
し
い

の
ち
ょ
っ
と
し
た
お
で
か
け
に
お

す
す
め
し
た
い
の
が
、
『
日
帰
り

静
な
温
泉
地
で
癒
や
し
の
時
間
を

過
ご
し
た
い
方
に
は
、
カ
ル
ル
ス

温
泉
』
で
す
。

　
登
別
温
泉
や
カ
ル
ル
ス
温
泉
ま
で
は
路

線
バ
ス
も
定
期
的
に
運
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
雪
道
で
も
安
心
で
す
。
日
帰
り
な
の

で
、
費
用
の
負
担
も
少
な
く
気
軽
に
行
け

て
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
温
泉

に
入
浴
し
、
体
の
芯
ま
で
温
ま
る
こ
と
が

温
泉
や
上
登
別
温
泉
が
お
す
す
め
で
す
。

　
山
奥
に
た
た
ず
む
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
心
も
体
も
ポ
カ

ポ
カ
と
温
ま
り
な
が
ら
、
心
安
ら
ぐ
温
泉

を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

※�

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
別
の
日
帰
り
温

泉
を
紹
介
し
ま
す
。

で
き
ま
す
。

　
登
別
温
泉
に
は
、
乳
白
色
の
硫い

黄お
う

泉せ
ん

を

は
じ
め
と
す
る
多
種
類
の
泉
質
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
酸
性
の
泉
質
で
あ
れ
ば
古

い
角
質
を
落
と
し
て
く
れ
た
り
、
ア
ル
カ

リ
性
の
泉
質
で
あ
れ
ば
肌
を
調
整
し
て
く

れ
て
美
肌
効
果
が
あ
っ
た
り
、
塩
化
物
系

の
泉
質
で
あ
れ
ば
保
温
・
保
湿
効
果
が
あ

っ
た
り
、
そ
の
他
に
も
泉
質
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
効
能
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
温
泉
に
お
越
し
の
際
は
、

登
別
地
獄
谷
や
温
泉
街
の
散
策
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
雪
化
粧
さ
れ
た
登
別
地
獄
谷

と
湯
け
む
り
が
織
り
な
す
大
自
然
の
幻
想

的
な
景
観
は
、
見
る
人
を
魅
了
し
て
く
れ

ま
す
。

▲四季折々の景色が楽しめる登別地獄谷

特集 おでかけ 和
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心も体も温まる登別 の日帰り温泉   編

第一滝本館

登別万世閣

夢元さぎり湯

市民限定
『登別に泊まろう』
キャンペーンに応募しよう

登別石水亭

ホテルゆもと登別

登別グランドホテル

花鐘亭はなや

登別温泉地区

登別温泉地区

登別温泉地区

登別温泉地区

登別温泉地区

登別温泉地区

登別温泉地区

※平成30年11月15日㈭現在の情報です。
※施設は、貸切などで利用できない場合があります。
※駐車場には限りがあります。

� （☎�２１１１）
受付時間　９時～18時
退館時間　21時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　無料
通常料金
　2,000円（子ども1,000円）
駐車場　あり

� （☎�３５００）
受付時間　13時30分～18時
※平日は15時から。
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　1,100円（子ども550円）
駐車場　あり

� （☎�２０５０）

受�付時間　７時～20時
30分

退館時間　21時
露天風呂　なし
シャンプー類　有料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　420円（子ども180円）
駐車場　あり

　平成31年４月20日㈯までに市内
の旅館・ホテルに宿泊すると、抽
選で130人に宿泊券や登別ブラン
ドなどの景品が当たります。
※�応募用紙は、各宿泊施設などに
設置されています。

� （☎0570－026－570）
受付時間　11時～18時
退館時間　19時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　800円（子ども400円）
駐車場　あり

� （☎�２２７７）
受付時間　13時～19時
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　1,000円
　（子ども200円～500円）
駐車場　あり

� （☎�２１０１）
受付時間　12時30分～
※月・木曜日は14時30分から。
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　無料
通�常料金
　1,500円（子ども500円）
駐車場　あり

� （☎�２５２１）
受付時間　11時～18時
退館時間　19時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　850円（子ども350円）
駐車場　あり

特集 おでかけ 和
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心も体も温まる登別 の日帰り温泉   編

旅館四季

湯元オロフレ荘

深山の庵　いわい

森の湯　山静館

鈴木旅館

旅荘　いずみヴィラ

上登別地区

カルルス地区

カルルス地区

カルルス地区

カルルス地区

登別地区（登別東町）

� （☎�３０４５）
受付時間　８時～21時30分
退館時間　22時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料（購入）
通常料金
　500円（子ども400円）
駐車場　あり

� （☎�２８６１）
受付時間　12時～
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　500円（子ども200円）
駐車場　あり

� （☎�２２８１）
受付時間　11時30分～18時
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　500円（子ども300円）
駐車場　あり

� （☎�２８５６）
受付時間　13時～19時30分
退館時間　20時
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　600円（子ども300円）
駐車場　あり

� （☎�２２８５）
受付時間　13時～19時30分
退館時間　20時
露天風呂　なし
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　500円（子ども250円）
駐車場　あり

� （☎�１３３１）
受付時間　11時～21時
退館時間　21時15分
露天風呂　あり
シャンプー類　無料
タオル貸し出し　有料
通常料金
　410円（子ども150円）
駐車場　あり

特集 おでかけ 和

　
大
勢
の
人
が
利
用
す
る
温
泉
で
、
気
持

ち
良
く
楽
し
む
た
め
の
マ
ナ
ー
の
一
例
を

紹
介
し
ま
す
。

・
入
浴
前
は
か
け
湯
で
汚
れ
を
落
と
す

・
タ
オ
ル
は
湯
船
に
入
れ
な
い

・
髪
は
束
ね
、
湯
船
に
つ
け
な
い

・�

自
分
の
桶
や
物
を
置
い
て
洗
い
場
を
独

占
し
な
い

・�

浴
室
で
体
を
し
っ
か
り
拭
い
て
か
ら
脱

衣
所
に
移
動
す
る

　
冬
の
入
浴
は
、
気
温
差
が
大
き
い
た
め
、

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り
血
圧
が
変
動
し

て
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
入
浴
法
の
一

例
を
紹
介
し
ま
す
。

・�

飲
酒
後
や
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
避
け
ま

し
ょ
う

・�

入
浴
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
み

ま
し
ょ
う

・�

湯
船
に
入
る
前
の
か
け
湯
は
足
元
か
ら

か
け
ま
し
ょ
う

・�

湯
船
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り

ま
し
ょ
う

守
れ
て
い
ま
す
か

『
温
泉
の
マ
ナ
ー
』

『
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
』
に

気
を
付
け
て
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冬でもうれしい
温水プール

ネイチャーセンター
ふぉれすと鉱山

（☎�２５６９）

市民プール
らくあ� （☎�５５８８）

　遊びやものづくり、アウトドア技術など、自
然を楽しむプログラムを用意しています。
▶場所　鉱山町８－３
▶開館時間　９時～17時30分
▶�休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその
翌日）、年末年始（12月31日㈪～１月５日㈯）

▶入館料　無料（備品の貸し出しには別途費用）
▶�宿泊料　大人1,800円、高校生1,200円、小・
中学生500円、幼児200円（３歳以下は無料）

※冬期は暖房料が１人100円かかります。

　プールやトレーニングルームなどで健康づ
くり。バリアフリーにも対応している施設で
す。
▶場所　幸町１丁目５－２
▶開館時間　10時～21時
▶�休館日　第１・第３月曜日（祝日は開館）、
年末年始（12月30日㈰～１月３日㈭）
※�大会などにより臨時休館する場合がありま
す。
▶�入館料　当日券や会員カードなどを購入し
て提示（小学校入学前までの子どもは無料）

一
年
を
通
し
て
、
　
　
　
　

自
然
体
験
活
動
を
楽
し
め
る

　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
は
、
鉱
山
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
自
然
体
験
活
動
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
施
設
で
す
。

　
小
枝
や
木
の
実
な
ど
の
自
然
素
材
を
使
っ
て
、
『
も

の
づ
く
り
』
を
し
た
り
、
雪
の
中
を
進
む
『
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
』
や
『
歩
く
ス
キ
ー
』
、
『
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
』

な
ど
を
体
験
し
て
み
た
り
、
季
節
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
宿
泊
す
る
こ
と
も
で
き
、
宿
泊
者
は
浴
室
や
洗
濯
機
、

乾
燥
機
を
利

用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

冬
を
た
く
さ

ん
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

歩
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
『
流
水
・
歩
行
プ
ー
ル
』
、

ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
車
い
す
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
『
多
目
的
プ
ー
ル
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
水
中
運
動
は
、
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
ダ
イ
エ

ッ
ト
や
健
康
づ
く
り
が
行
え
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
各
種
ウ
エ
イ
ト
マ
シ
ン
な

ど
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ら
く
あ
の
プ
ー
ル
は
、
水
温
29
度

か
ら
38
度
と
温
か
く
、
25
㍍
コ
ー
ス

を
は
じ
め
、
泳
げ
な
い
方
で
も
水
中

特集 おでかけ 和

探
し
て
み
よ
う

私
の
ま
ち
の
魅
力 

編

　
冬
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
や
冬
で
も
で
き

る
活
動
は
、
観
光
地
以
外
に
も
、
市
内
各

所
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
に
は
、
市
内
で
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
出
掛
け
て
、
体

験
し
て
、
冬
の
ま
ち
の
魅
力
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
魅
力
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

引
き
こ
も
り
が
ち
な
冬
の
季
節
で
も
、
元

気
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
不
足
を

解
消
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
で
は
毎
月
、
市
内
や

近
隣
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
『
わ
く

わ
く
お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！
』
の

コ
ー
ナ
ー
（
33
～
37
ペ
ー
ジ
）
や
『
と
な

り
ま
ち
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
（
裏
表
紙
）
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
市
内
の
各
種
団
体
や
関

係
機
関
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
『
登
別
市

内
各
種
大
会
・
行
事
一
覧
表
』
を
毎
年
作

成
し
て
い
ま
す
。
一
覧
表
は
、
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
や
各
支
所
、
市
民
会
館
、

し
ん
た
21
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
で
か
け
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ふぉれすと鉱山

松
まつ

原
ばら

 昇
しょう

平
へい

 さん

らくあ

浅
あさ

岡
おか

 里
り

佳
か

子
こ

 さん
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仲間が集う交流の場

作ってみよう
『スノーキャンドル』

見つけてみよう『冬の顔』

市民活動センター
のぼりん

（☎�６８６６）

　市民と市民、市民と団体、団体と団体を結び
付ける市民の活動の場です。
▶場所　緑町１丁目１－４
▶開館時間　９時～22時
※土・日曜日は18時まで。
▶�休館日　祝日、年末年始（12月31日㈪～１月
５日㈯）
▶�入館料　無料（活動室を利用する場合は別途
使用料がかかります）

▶持ち物　バケツ、アルミ缶、キャンドル（ろうそく）
▼作り方　
①�バケツの中央にアルミ缶を入れて、
バケツに雪を詰める
②�バケツの雪を固めてひっくり返し、
バケツとアルミ缶を取り除く
③�アルミ缶でできた雪の空洞にキャ
ンドル（ろうそく）を入れる
※いろいろな物でも代用できます。

ＪＲ登別駅前では、ＬＥＤの
電飾で飾られた冬の夜を彩る
イルミネーションを見ること
ができます。

水に氷が張るほどの冷え込み
になると、登別漁港の海水の
一部が、海氷になった光景を
見ることができます。

胆振幌別川の白鳥テラス（新
川町２丁目）では、越冬して
くる白鳥の姿を見ることがで
きます。

　
登
別
市
は
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
を
は

じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
と
登
別
温

泉
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
と
い
っ
た
北
海
道
屈

指
の
温
泉
地
が
あ
る
観
光
都
市
で
あ
り
、

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
登
別
を
訪
れ
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
住
ん
で
い
る
と
、
地
元
の
魅

力
に
は
、
な
か
な
か
気
付
か
な
い
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
行
動

範
囲
が
広
が
り
、
近
場
だ
か
ら
い
つ
で
も

行
け
る
と
思
い
、
市
内
へ
出
掛
け
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
登
別
の
冬
は
、
北
海
道
の
中
で
も
雪
が

少
な
く
、
比
較
的
に
温
暖
で
過
ご
し
や
す

い
地
域
で
す
。
晴
れ
た
日
は
、
魅
力
を
探

し
に
市
内
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
登
別
で
行
わ
れ
て
い
る
野
外
活
動
や
文

化
活
動
に
参
加
し
て
み
た
り
、
地
域
の
方

し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
観
光
名
所
を
探
し

て
み
た
り
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
新
た
な

魅
力
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
地
元
の
魅
力
を
見
つ
け
、
市
民

自
ら
地
元
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
記
事
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
６
５
８
６
）

　
の
ぼ
り
ん
に
は
、
11
月
15
日
㈭
現
在
で
、

174
の
団
体
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
何
か
を
始

め
た
い
と
い
う
方
の
希
望
に
沿
っ
た
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
同
じ
趣
味
や
活
動
を
通
し
て
、
仲
間
た
ち

と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま

せ
ん
か
。

　
何
を
し
た
い
か
お
悩
み
の
方
に
は
、
団
体

が
主
催
す
る
作
品
の
展
示
会
や
初
心
者
で
も

始
め
ら
れ
る
文
化
講
座
も
案
内
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特集 おでかけ 和

のぼりん

吉
よし

中
なか

 由
ゆ

起
き

子
こ

 さん

私
た
ち
が
自
分
の
ま
ち
を

楽
し
む
こ
と
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水
道
施
設
の
新
設
や
改
良
、
企
業
債

の
償
還
元
金
な
ど
に
か
か
る
支
出
と
、

こ
れ
に
要
す
る
資
金
と
し
て
の
企
業
債

収
入
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
資
本
的
収

支
』
で
す
。

　
収
入
は
、
予
算
の
大
部
分
を
企
業
債

と
呼
ば
れ
る
借
入
金
が
占
め
て
お
り
、

年
度
末
の
収
入
と
な
る
た
め
、
現
在
の

全
体
の
執
行
率
は
０
・
５
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
配
水
管

の
整
備
事
業
や
水
道
メ
ー
タ
ー
の
購
入
、

借
入
金
の
償
還
な
ど
に
よ
り
執
行
率
は

30
・
１
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
な
ど
の
収
入
と
水
道
施
設

の
運
転
や
維
持
管
理
な
ど
に
か
か
る
支

出
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
収
益
的
収
支
』

で
す
。

　
収
入
は
、
全
予
算
額
９
億
６
千
780
万

円
の
う
ち
、
８
億
７
千
766
万
円
が
水
道

料
金
と
な
っ
て
お
り
、
９
月
ま
で
に
４

億
１
千
917
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
執
行
率
は
45
・
４
㌫
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
減
価
償

却
費
と
資
産
減
耗
費
の
予
算
額
約
４
億

円
が
年
度
末
に
経
理
を
行
う
こ
と
か
ら
、

執
行
率
は
19
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

科　　目 予算額 執行額 執行率

収
　
入

企 業 債 3億4,100万円 0万円 0.0%
負 担 金 759万円 166万円 21.9%
補 助 金 451万円 0万円 0.0%

計 3億5,310万円 166万円 0.5%

支
　
出

工 事 請 負 費 3億5,711万円 5,280万円 14.8%
企業債償還金 2億8,408万円 1億4,074万円 49.5%
人 件 費 2,684万円 1,098万円 40.9%
量水器購入費 5,853万円 5,529万円 94.5%
修 繕 費 2,239万円 161万円 7.2%
委 託 費 1億2,067万円 257万円 2.1%
そ の 他 経 費 878万円 57万円 6.5%

計 8億7,840万円 2億6,456万円 30.1%

科　　目 予算額 執行額 執行率

収
　
入

水 道 料 金 8億7,766万円 4億1,917万円 47.8%
受託工事収益 3,635万円 1,787万円 49.2%
その他営業収益 2,044万円 173万円 8.5%
営 業 外 収 益 3,335万円 13万円 0.4%
特 別 利 益 0万円 0万円 0.0%

計 9億6,780万円 4億3,890万円 45.4%

支
　
出

委 託 費 1億5,705万円 5,284万円 33.6%
人 件 費 1億2,902万円 5,072万円 39.3%
支 払 利 息 8,222万円 3,904万円 47.5%
減 価 償 却 費 3億5,695万円 0万円 0.0%
資 産 減 耗 費 4,869万円 0万円 0.0%
維持管理費等 1億5,567万円 4,054万円 26.0%

計 9億2,960万円 1億8,314万円 19.7%

水道料金の使われ方
▶問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

～水道事業会計の平成30年度上期財政公表～

　市は、安全な水道水の安定供給を図るため、皆
さんが納入する水道料金などを財源として、毎年
度、水道施設の整備を行っています。
　今号では、水道事業会計の平成30年度上期の執
行状況などについてお知らせします。

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支
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地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
と
し

て
運
営
し
て
い
る
水
道
事
業
で
は
、
経

営
成
績
や
財
政
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
『
損
益
計
算
書
』
は
、
一
定
期
間
に

属
す
る
全
て
の
収
益
と
こ
れ
に
対
応
す

る
全
て
の
費
用
を
記
載
し
て
お
り
、
純

利
益
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
収
益
は
、
営
業
収
益
４
億
644
万
円
と

営
業
外
収
益
１
千
602
万
円
の
合
計
４
億

２
千
246
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
費
用
に
つ
い
て
は
、
営
業
費

用
３
億
４
千
５
万
円
と
営
業
外
費
用
３

千
903
万
円
、
特
別
損
失
２
万
円
の
合
計

３
億
７
千
910
万
円
と
な
り
、
平
成
30
年

度
上
期
の
純
利
益
は
４
千
336
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
『
賃
借
対
照
表
』
は
、
保
有

す
る
全
て
の
資
産
と
負
債
、
資
本
を
表

示
す
る
こ
と
で
財
政
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
産
は
、
前
年
度
同
時
期
の
80
億
３

千
984
万
円
と
比
べ
６
千
867
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

　
負
債
は
、
前
年
度
同
時
期
の
49
億
８

千
746
万
円
と
比
べ
３
千
376
万
円
増
加
、

資
本
は
、
前
年
度
同
時
期
の
30
億
５
千

238
万
円
と
比
べ
、
３
千
491
万
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

平
成
31
年
４
月
１
日
に
行
う
水
道
料

金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
今
号
よ
り
、

Ｑ
＆
Ａ
で
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
24
ペ
ー
ジ
）

収益の部 費用の部
営業収益 4億644万円 営業費用 3億4,005万円
給水収益 3億8,816万円 原水及び浄水費 6,378万円
受託工事収益 1,655万円 配水及び給水費 922万円
その他営業収益 173万円 受託工事費 802万円
営業外収益 1,602万円 業務費 255万円
受取利息及び配当金 0万円 総係費 301万円
長期前受金戻入 1,589万円 職員給与費 5,072万円
雑収益 13万円 減価償却費 1億7,846万円

資産減耗費 2,429万円
営業外費用 3,903万円
支払利息及び
企業債取扱諸費 3,903万円

特別損失 2万円
過年度損益修正損 2万円

収益合計 4億2,246万円 費用合計 3億7,910万円
中間純利益 4,336万円

資産の部 負債の部
固定資産 74億7,184万円 固定負債 41億26万円
有形固定資産 74億7,165万円 企業債 40億9,854万円
無形固定資産 19万円 その他固定負債 172万円
流動資産 6億3,667万円 流動負債 2億3,645万円
現金預金 5億2,168万円 企業債 1億4,234万円
未収金 7,302万円 未払金 52万円
※貸倒引当金除く 前受金 52万円
貯蔵品 79万円 その他流動負債 9,307万円
前払金 2,568万円 繰延収益 6億8,451万円
その他流動資産 1,550万円 長期前受金 16億9,643万円

収益化累計額 △10億1,192万円
負債合計 50億2,122万円

資本の部
資本金 24億2,114万円
剰余金 6億6,615万円
資本剰余金 2,042万円
利益剰余金 6億4,573万円
資本合計 30億8,729万円

資産合計 81億851万円 負債資本合計 81億851万円

～被災地支援～

損益計算書（平成30年４月１日から９月30日まで）

貸借対照表（平成30年９月30日現在）

水道料金の使われ方
～水道事業会計の平成30年度上期財政公表～

　北海道で初めての最大震度７
を観測した『平成30年北海道胆
振東部地震』。『震度５弱』を
記録した登別市においては、土
砂災害や家屋の倒壊などの大き
な被害はなかったものの、『震
度６強』を観測した安平町では、
大規模な土砂崩れのほか、水道
管の破裂などにより最大3,593
戸が断水となりました。
　市は、１㌧の給水タンクと加
圧装置を積載したトラックとと
もに職員を派遣し、安平町の断
水が復旧した９月29日までに計
60回、安平町の避難所で給水支
援を行いました。

財
政
状
況

胆振の

輪

◀
安
平
町
で
の
給
水
活
動

11  ２０１８．１２月号  水道料金の使われ方



　
下
水
道
事
業
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
生
活
排
水
（
茶
碗
洗

い
や
洗
濯
な
ど
に
使
っ
た
水
な
ど
）
を
適
切
に
処
理
し
、
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
使
用
料
や
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金

な
ど
に
よ
り
、
下
水
道
や
浄
化
槽
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
下
水
道
事
業
の
平
成
30
年
度
上
期
に
お
け
る
経
営
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道
事

業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
な
ど
を
処
理

す
る
た
め
、
主
に
市
街
地
で
、
し
尿
や
生
活

排
水
を
流
す
下
水
道
管
『
汚お

水す
い

管か
ん

渠き
ょ

』
や
下

水
の
処
理
施
設
『
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
』
の

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
大
雨
時
の
浸
水
対

策
と
し
て
、
雨
水
を
河
川
な
ど
に
排
出
す
る

た
め
の
下
水
道
管
『
雨
水
管
渠
』
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、

公
共
下
水
道
事
業
で
汚
水
管
渠
の
整
備
を
行

っ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
希
望
に
応
じ
て
、
各
家
庭
の
生
活
排
水

な
ど
を
浄
化
し
て
川
な
ど
に
排
出
す
る
た
め

の
設
備
『
浄
化
槽
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▲
事
業
の
概
況
▼

公共下水道の整備状況
区　　分 平成30年３月末 平成30年９月末 平成30年度

上期増減
水洗化人口 40,243人 40,247人 ４人
水洗化率 86.7% 86.8% 0.1%
※�水洗化人口は、生活排水などの排出に下水道を利用している人数で、
水洗化率は、水洗化人口を平成30年３月末時点の下水道供用人口で除
した数値です。

浄化槽の設置基数
区　　分 平成30年３月末 平成30年９月末 平成30年度

上期増減
設置基数 79基 81基 ２基
※�設置基数には、個別排水処理施設事業開始以前に利用者が設置し、事
業開始後に市が受贈したものを含みます。

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

～
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
30
年
度
上
期
財
政
公
表
～

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）
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収支差し引き　68,946

収入
140,735

②一般会計から
84,500

③その他の収入
24,666

①下水道収入
31,569

④施設管理費
9,794

⑦その他の支出
10,887

⑥減価償却費
48,634⑤職員給与費

　2,474

71,789
支出

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体
が

経
営
す
る
企
業
と
し
て
、
独
立
採
算
を
原
則

に
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
下
水
道
事
業
の
予

算
は
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め

の
『
収
益
的
収
支
』
と
、
新
た
な
施
設
の
整

備
や
既
存
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
の
『
資

本
的
収
支
』
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
『
損
益
計
算
書
』
は
、
収
益
的
収
支
か
ら

仕
入
や
売
上
に
係
る
消
費
税
を
控
除
し
て
作

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
期
間
に
お
け
る

企
業
の
経
営
成
績
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
自
体
の
経
営
成
績
を
示
す
営

業
利
益
は
、
約
２
億
８
千
万
円
の
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
営
業
外
損
益

を
加
え
た
純
利
益
は
約
６
億
９
千
万
円
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲
経
理
の
状
況
▼

平成30年度上期における収益的収支

収
　
入

科　目 予算額 執行額 執行率
営業収益 81,239 35,041 43.1%

下水道使用料 72,541 34,095 47.0%
一般会計負担金 6,409 0 0.0%
その他 2,289 946 41.3%

営業外収益 115,491 85,182 73.8%
一般会計補助金 66,571 84,500 126.9%
長期前受金戻入金 46,216 0 0.0%
その他 2,704 682 25.2%

特別利益 0 0 0.0%
合　　計 196,730 120,223 61.1%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
営業費用 148,634 13,101 8.8%

職員給与費 6,551 2,474 37.8%
施設管理費 33,985 10,575 31.1%
減価償却費 97,268 0 0.0%
その他 10,830 52 0.5%

営業外費用 33,305 10,838 32.5%
支払利息 31,234 10,837 34.7%
その他 2,071 1 0.0%

特別損失など 151 0 0.0%
合　　計 182,090 23,939 13.1%

（単位：万円）

（単位：万円）

下水道事業の
経営状況

平成30年度上期の純利益は
約６億９千万円

科　　目 収益／費用 損益
営業収益 32,445
下水道使用料…① 31,569
一般会計負担金…② 0
その他…③ 876

営業費用 60,951
職員給与費…⑤ 2,474
施設管理費…④ 9,794
減価償却費…⑥ 48,634
その他…⑦ 49

営業利益 ▲�28,506
営業外収益 108,290
一般会計補助金…② 84,500
長期前受金戻入…③ 23,108
その他…③ 682

営業外費用 10,838
支払利息…⑦ 10,837
その他…⑦ 1

営業外利益 97,452
経常利益 68,946
特別損益 0
期間純利益 68,946
※�年度末に一括で予算執行する減価償却費及び長期前
受金については、上期相当分を計上しています。

（単位：万円）損益計算書平成30年度上期の損益

平成30年度上期における資本的収支

収
　
入

科　目 予算額 執行額 執行率
企業債 90,450 0 0.0%
負担金 5,223 160 3.1%

受益者負担金等 4,567 160 3.5%
一般会計負担金 656 0 0.0%

補助金 35,777 0 0.0%
一般会計補助金 16,076 0 0.0%
国庫補助金 19,702 0 0.0%
合　　計 131,450 160 0.1%

支
　
出

科　　目 予算額 執行額 執行率
建設改良費 72,697 3,270 4.5%
企業債償還金 122,223 40,720 33.3%
その他 150 0 0.0%

合　　計 195,070 43,990 22.6%
※�項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

（単位：万円）
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

除雪 のための
５つのお願い

　
市
は
、
限
ら
れ
た
台
数
の
除
雪
機
械
で

速
や
か
に
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
道
に

積
も
っ
た
雪
を
道
路
の
両
脇
に
か
き
分
け

て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
で
、
除

雪
効
果
・
効
率
が
大
き
く
向
上
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ�

　
玄
関
前
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理

を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ�

　
玄
関
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理
に

は
多
く
の
時
間
や
費
用
を
要
す
る

た
め
、
市
で
は
こ
れ
ら
の
雪
の
処

理
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　�

　
降
雪
量
や
降
雪
状
況
に
よ
り
、

ど
う
し
て
も
一
部
の
雪
な
ど
が
玄

関
や
車
庫
前
に
置
き
去
り
に
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ�

　
雪
が
積
も
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
除

雪
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ�

　
除
雪
作
業
は
、
１
回
の
出
動
で

約
８
～
10
時
間
以
上
か
か
る
場
合

が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
除
雪
ま
で

の
時
間
に
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。
ま

た
、
除
雪
時
間
短
縮
の
た
め
、
道

路
へ
の
雪
出
し
（
道
路
交
通
法
施

行
細
則
第
19
条
）
や
路
上
駐
車

（
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
第
11
条
）
は
決
し

て
行
な
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
の
疑
問

Ｑ
＆ア

ン
ド

Ａ

間口の雪処理にご協力を
　道路を除雪した後に玄関前や車庫前にたま
った雪は、道路に出さず、道路の脇や各家庭
の敷地内で処理をお願いします。

1

道路への『雪出し』はやめましょう
　家庭敷地内などの雪を道路へ出すと、道幅
が狭くなる、わだちができやすくなるなど、
交通事故や交通障害をまねいたり、除雪作業
が遅くなる原因になります。
　また、道路への『雪出し』は法律で禁止さ
れています。

3

滑り止め用の砂の散布にご協力を
　急な坂道には、滑り止め用の砂箱を設置し
ています。散布と管理にご協力をお願いしま
す。

5

路上駐車は
しないでください

　路上駐車があると除雪作業ができなくなる
場合があり、多くの人に迷惑が掛かります。
　また、緊急車両の通行ができなくなり、重
大な問題を引き起こす恐れがあります。

2

除雪車には
近づかないでください

　除雪作業中は大変危険です。決して除雪車
には近づかないでください。

4
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ＪＲ

鷲別駅

ＪＲ

幌別駅

ＪＲ
富浦駅

ＪＲ
登別駅

雪捨て場

道道上登別室蘭線 至 幌別至 室蘭

至 JR幌別駅至 JR鷲別駅

若草小学校

ＪＳＳ登別
スイミングスクール

平成斎場若草公園

若草町１丁目

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場

富岸町

至 JR幌別駅至 JR鷲別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

登別ベルコ
会館

登別交番

雪捨て場
北海道

コカ･コーラ
ボトリング

緑町１丁目

川
岸
富

TSUTAYA
登別店

ガスト登別店

ツルハドラッグ
登別富岸店マックスバリュ

登別店

緑陽中学校

道道上登別室蘭線至 室蘭

線
路
田
学
別
鷲
道
市

至 幌別

場
て
捨
雪

DCMサンワ
登別店

富岸町３丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

至 白老国道36号

登別東町３丁目

出入口

出入口

出入口

出入口

出入口

雪捨て場を
　ご利用ください
利用時間　
10時～17時

土
木
・
公
園
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
３
２
６
０
）

◆問◆い◆合◆わ◆せ
せ

Ｑ�

　
地
域
に
よ
っ
て
除
雪
作
業
の
仕

上
が
り
に
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

Ａ�

　
除
雪
機
械
の
規
模
や
性
能
、
積

雪
・
道
路
形
態
、
路
面
状
況
に
よ

っ
て
、
仕
上
が
り
に
差
が
で
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
通
行
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪

事
業
者
に
指
導
し
ま
す
。

Ｑ�

　
い
つ
排
雪
し
て
く
れ
る
の
で
す

か
。

Ａ�

　
幹
線
道
路
や
交
通
量
の
多
い
交

差
点
付
近
な
ど
で
、
道
路
両
側
の

雪
山
が
交
通
障
害
と
な
る
と
き
な

ど
は
、
状
況
に
応
じ
て
排
雪
し
ま

す
。

Ｑ�

　
除
雪
後
の
路
面
凍
結
の
対
策
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ�

　
幹
線
道
路
な
ど
に
つ
い
て
は
、

路
面
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
、
交

通
障
害
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は

凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、

坂
道
な
ど
に
砂
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
時
に
は
皆
さ
ん

で
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

利 用 上 の 注 意
・雪以外の物は持ち込まないでください。
・�大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮くださ
い。

・雪捨て場は奥側からご利用ください。
・�堆雪状況により、予告なく閉鎖することが
あります。
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

登別子ども劇場
『
登
別
子
ど
も
劇
場
』
は
、
文
化
・

芸
術
や
遊
び
の
体
験
を
通
し
て
、
地

域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
こ
う

と
平
成
３
年
に
登
別
市
に
誕
生
し
た

団
体
で
す
。
会
員
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
の
73
人
。
６
つ
の
サ
ー
ク

ル
ご
と
に
月
１
回
程
度
活
動
を
行
う

ほ
か
、
会
と
し
て
年
に
数
回
開
催
す

る
鑑
賞
例
会
、
お
泊
ま
り
会
や
ピ
ク

ニ
ッ
ク
な
ど
、
１
年
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
長
の
藤ふ

じ

村む
ら

和か
ず

美み

さ
ん
は
、

「
人
と
の
付
き
合
い
が
希
薄
化
し
て

い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
劇

場
が
目
指
す
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り

は
、
学
校
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
大
切
な

取
り
組
み
で
す
。
子
ど
も
や
大
人
が
、

一
緒
に
な
っ
て
遊
び
、
ふ
れ
あ
う

『
登
別
子
ど
も
劇
場
』
は
、
会
員
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

会
員
全
員
が
一
緒
に
な
っ
て
見
る

鑑
賞
例
会
は
、
毎
年
、
マ
ジ
シ
ャ
ン

や
プ
ロ
の
劇
団
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
人
た
ち
を
招
い
て
お
り
、

喜
び
や
驚
き
、
悲
し
み
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
で
豊
か
な
感
性
を
育
ん
で

い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
に
と
っ
て
接
す
る

機
会
の
少
な
い
親
以
外
の
大
人
と
の

交
流
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
大

人
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て

い
る
登
別
子
ど
も
劇
場
で
の
活
動
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
会
員
同
士
で

予
定
を
合
わ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い
る

た
め
、
働
い
て
い
る
方
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
と
い
う
同
団
体
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
藤
村
さ
ん
（
☎
�
７
７

７
５
）
ま
で
。

▲�全国で縄跳びパフォーマンスを行って
いる粕

かす

尾
お

将
しょう

一
いち

さんを招き、大人もまじ
って縄跳びを教えてもらった11月の鑑
賞例会

地域で暮らす人が集い、
ふれ合うことで、豊かな
成長を支える

知
っ
て
備
え
る�

防
災
メ
モ
第
71
回

　
寒
さ
が
身
に
染
み
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

登
別
市
は
、
北
海
道
の
中
で
は
比
較
的
温
暖

な
地
域
で
す
が
、
時
に
は
氷
点
下
10
度
を
下

回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
は
季
節
を
問
わ
ず
突
然
発
生
し
ま
す

が
、
自
然
災
害
に
伴
っ
て
停
電
が
発
生
し
た

場
合
は
、
長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
、
平
成
24
年
11
月
に
市
内
で
発
生

し
た
大
規
模
停
電
は
、
復
旧
ま
で
に
最
大
で

４
日
間
を
要
し
、
寒
さ
へ
の
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　
寒
さ
は
、
急
激
に
体
力
を
消
も
う
さ
せ
、

最
悪
の
場
合
、
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
、
有
事
の
た
め
に

し
っ
か
り
と
寒
さ
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
セ
ン
ト
を
必
要
と
し
な
い
暖
房
器
具
を

　
室
内
を
広
く
暖
め
る
こ
と
が
で
き
る
Ｆ
Ｆ

式
ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
は
、
停
電
時
は
も

ち
ろ
ん
、
大
雪
の
場
合
も
排
気
筒
や
室
外
機

が
雪
に
埋
ま
り
、
使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
卓
上
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
に
使

用
す
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
利
用
し
た
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
電
池
式
の
灯
油
ポ
ー
タ

ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を
備
え
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
本
体
は
も
ち
ろ
ん
、
灯
油
や
ガ

ス
ボ
ン
ベ
、
電
池
な
ど
、
自
宅
で
普
段
か
ら

使
用
し
て
い
る
も
の
を
余
裕
を
も
っ
て
買
い

置
き
し
、
使
っ
た
分
を
補
充
す
る
こ
と
で
、

突
然
の
災
害
へ
の
備
え
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
室
内
で
暖
房
器
具
を
使
う
場
合
は

定
期
的
な
換
気
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

使
用
中
は
そ
の
場
か
ら
離
れ
な
い
な
ど
、
火

災
に
つ
い
て
も
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
用
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
お
持
ち
で
す
か

　
保
温
性
の
高
い
ア
ル
ミ
素
材
の
ブ
ラ
ン
ケ

ッ
ト
は
、
薄
く
小
さ
く
折
り
た
た
む
こ
と
が

で
き
、
持
ち
運
び
は
も
ち
ろ
ん
、
車
に
備
え

て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
コ
タ
ツ
の
よ
う
に

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
暖
房
器

具
が
故
障
し
た
場
合
の
備
え
と
な
り
ま
す
。

寒
さ
か
ら
命
を
守
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

多めの買い置き
が備蓄に

灯油

電池

ガスボンベ
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◎市の業務は、12月29日㈯から１月６日㈰まで休みとなるため、１月４日㈮に一部の窓口業務を行います

ごみ収集
　ごみ収集は、12月31日
㈪から１月３日㈭まで休
み、１月４日㈮に燃やせ
るごみの市内一斉収集を
行いますので、８時まで
にごみステーションに出
してください。
※�休みの間はごみステー
ションにごみを出さな
いでください。

ごみの自己搬入�
� （年中無休）
受入時間　９時～16時
※�年末は大変込み合うた
め、余裕をもってお越
しください。

手�数料　100㌔㌘まで500
円

※�100㌔㌘を超える場合
は、10㌔㌘ごとに50円
を加算。

※�ごみは、『ごみ分別辞
典』を参考に正しく分
別し、袋に入るものは
必ず透明または半透明
の袋（指定ごみ袋で搬
入された場合でも重量
に応じて手数料がかか
ります）に入れてくだ
さい。分別されていな
い場合は、受け入れで
きません。

問�い合わせ　環境対策グ
ループ（クリンクルセ
ンター内・☎�２９５
８）

し尿収集
　し尿収集は、12月31日
㈪から１月６日㈰まで休
みますので、年内の収集
を希望する方は、12月20
日㈭までに申し込みくだ
さい。
申し込み　㈱東洋興業
� （☎�２９３５）

施設名など・問い合わせ 12/28
㈮
12/29
㈯
12/30
㈰
12/31
㈪

1/1
㈫

1/2
㈬

1/3
㈭

1/4
㈮

1/5
㈯

1/6
㈰

1/7
㈪

市の窓口・登別支所・鷲別支所�（☎�２１１１）
登別温泉支所� （☎�２068）
クリンクルセンター� （☎�２９５8）
（市民ギャラリー・再生品展示室）
クリンクルセンター� （☎�２９５8）
（市民見学コース・研修室）
市民プール『らくあ』� （☎�５５88）
ネイチャーセンター『ふぉれすと鉱山』
� （☎�２５6９）
市民会館� （☎�１１３９）
市民活動センター『のぼりん』�（☎�6866）
総合体育館� （☎�５５５２）
鷲別公民館� （☎�88２３）
登別公民館� （登別支所�☎�１１３１）
婦人センター� （登別支所�☎�１１３１）
ジョブガイドのぼりべつ� （☎�５５５５）
登別温泉公民館�（登別温泉支所�☎�２068）
登別温泉ふれあいセンター
� （登別温泉支所�☎�２068） 平常どおり

各青少年会館� （社会教育Ｇ�☎�１１２９）
市立図書館� （☎�４３２４）
市立図書館『アーニス分館』� （☎�２１8２）
郷土資料館� （☎�１３３９）
労働福祉センター� （☎�５0４４）
若草つどいセンター� （☎�１２0５）
老人福祉センター� （☎�１３0３）
鉄南ふれあいセンター� （☎�２９66）
各保育所・児童館・児童室
� （子育てＧ�☎�５6３４）
富岸児童クラブ� （☎�00３４）
常盤児童クラブ� （☎�１8４0）
若草児童クラブ� （☎�00１１）
青葉児童クラブ� （☎�３006）
幌別西児童クラブ� （☎�３５７0）
鷲別児童クラブ� （☎�000３）
登別児童クラブ� （☎�１１７７）
中央子育て支援センター� （☎�３７１５）
登別子育て支援センター� （☎�２７７２）
鷲別子育て支援センター� （☎�１２３５）
のぞみ園� （☎�７７２１）
しんた21各室貸館� （☎�0１00）
札内高原館� （☎�３１8４）

グループ名など・問い合わせ １月４日㈮に行う主な業務内容

市民サービスグループ ☎�１８５５
出生・死亡・婚姻・転出入の届け出、パスポート・印鑑登録事務、
住民票・印鑑証明書・戸籍の交付事務などの一部業務
※�戸籍に関する届け出は、休みの間も市役所宿直室で受け付けます。

登別支所 ☎�１１３１ 通常業務鷲別支所 ☎�６１１１
環境対策グループ ☎�２９５８ 燃やせるごみ一斉収集に関する問い合わせなどの一部業務
税務グループ ☎�１１５５ 各種証明書の発行業務などの一部業務
社会福祉グループ
（生活支援担当） ☎�２００８ 生活支援に関する相談などの通常業務

社会福祉グループ
（生活困窮者支援担当） ☎�１９１１ 生活困窮者自立相談支援に関する業務などの通常業務

高齢・介護グループ ☎�５７２０ 介護保険認定に関する相談や申請などの一部業務
障がい福祉グループ ☎�３７３２ 障害者手帳に関する相談などの通常業務
子育てグループ ☎�５６３４ 保育所や児童手当などに関する通常業務
国民健康保険グループ ☎�１７７１ 国民健康保険に関する相談や申請などの通常業務
年金・長寿医療グループ ☎�２１３７ 国民年金・後期高齢者医療・医療助成の申請などの通常業務

業務案内カレンダー（12/28～１/７） は休み　 は一部の窓口業務のみ
市内施設の年末年始の業務案内
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◎市内の登別市指定給水装置工事事業者一覧�（平成30年11月１日㈭現在）

屋外の最高気温が０度未
満の真冬日が続いたとき

冬場に旅行や帰省などで
長期間留守にするとき

気温が氷点下４度以下に
なるとき

事業者名 事業者住所 電話番号
㈱荒川設備 栄町３丁目18－５ �７１３８
磯松建設㈱ 幌別町５丁目25－７ �２３３８
オール設備㈱ 中央町１丁目４－10 �２１６９
高橋衛生工業㈱　登別営業所 桜木町５丁目20－６ �５５８５
㈱ゴウダ 片倉町２丁目24－26 �５０２９
㈱藤田設備工業 登別港町１丁目４－31 �３１５４
㈱管工設備 新生町４丁目６－６ �６１６６
登別管工事業協同組合 中央町１丁目10－５ �３３７９
㈲水道屋 新生町１丁目12－２ �４１１０
㈲ダイワガス住設 栄町３丁目９－１ �７１８３
㈱小島商事　登別営業所 栄町４丁目７－４ �６２６４
㈲誠住宅設備プランニング 栄町４丁目12－４ �１２０１
㈲野呂商会 幸町５丁目11－４ �０３５５
片倉設備 片倉町４丁目９－２ �９６９３
上口建設㈱　登別営業所 幌別町３丁目１ �４７３２
㈱戸田設備 鷲別町６丁目33－４ �２９７６
北海パイプライン㈱ 幌別町５丁目10 �２６５０

費用は自己負担

水落としの方法 凍結修理の依頼は

※�市外の登別市指定給水装置工事事業者は、市公式ウェブサイトをご覧いただ
くか水道グループまで問い合わせください。
◎平日９時～17時30分…水道グループ（☎�５５１０）
◎平日17時30分以降、土・日曜日、祝日…市役所宿直室（☎�２１１１）

　解氷作業や修繕作業
などの費用は全て、皆
さんの自己負担となり
ます。
　解氷や修繕を依頼す
る前に、工事内容や費
用などについて、問い
合わせをした事業者か
ら説明を受け、納得し
てから修理を依頼して
ください。

①蛇口をあける
②�水抜き栓（水落としレバー
またはハンドル）を閉める
※�電動式はボタンを操作する
ことで水を落とせます。

　登別市指定給水装置工事事業者へご
連絡ください。
　なお、軽い凍結であれば、部屋を暖
め、管や蛇口にタオルなどの布を巻い
て徐々にお湯をかけると解氷できます。

※�就寝前や外出時にも水落としを
することをおすすめします。

　寒さが厳しくなる１月から２月にかけて、水道管の中の水が凍結し
やすくなります。
　凍結すると水道の水が使えなくなるほか、凍結を放置すると膨張し
て水道管が破裂する場合があります。
　日頃からテレビやラジオなどの気象情報に注意し、こまめに水落と
しを行うほか、換気口を完全に閉じ、床下に冷たい風が入らないよう
にするなどの凍結防止に努めることが大切です。

問い合わせ　水道グループ（☎�５５１０）

寒くなったら
水道管 の に凍 結

ご注意ください

注意

小
こ

林
ばやし

 碧
へき

水
すい

さん（登別東町）
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「
『
文
芸
の
ぼ
り
べ
つ
』
の
作
品
一

つ
ひ
と
つ
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し
や
思

い
な
ど
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
作
者
の

数
奇
な
人
生
や
過
酷
な
体
験
、
一
瞬
一

瞬
の
思
い
な
ど
を
表
し
た
作
品
は
何
も

の
に
も
代
え
が
た
く
、
そ
れ
ら
の
作
品

を
多
く
の
人
に
届
け
る
た
め
に
も
、

『
文
芸
の
ぼ
り
べ
つ
』
を
発
刊
し
つ
づ

け
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
述
べ

る
小
林
碧
水
さ
ん
。

昭
和
47
年
に
創
刊
さ
れ
、
資
金
難
か

ら
、
一
時
期
、
休
刊
し
た
も
の
の
、
平

成
14
年
、
当
時
の
登
別
市
文
化
協
会
会

長
・
小
林
正
明
さ
ん
な
ど
の
熱
い
思
い

か
ら
復
刊
し
た
『
文
芸
の
ぼ
り
べ
つ
』

は
、
毎
号
、
創
作
や
自
分
史
、
随
筆
、

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
な
ど
、
幅
広
い
作

品
を
掲
載
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
登

別
の
文
芸
を
牽
引
し
て
き
た
と
い
い
ま

す
。「

市
内
を
舞
台
に
し
た
随
筆
で
は
、

自
分
も
知
っ
て
い
る
登
別
の
情
景
が
作

中
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
自
分
と

異
な
る
視
点
で
描
か
れ
た
登
別
の
世
界

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
様

な
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
新
た
な
関
心

を
生
み
だ
し
、
自
分
自
身
の
人
生
を
よ

り
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
新
た
な
登

別
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

寄
稿
者
の
多
く
は
、
高
齢
化
し
て
お

り
、
年
々
、
作
品
数
も
減
少
傾
向
に
あ

る
と
い
う
小
林
さ
ん
。

「
筆
を
執
る
と
き
、
人
は
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
自
身
の
新

た
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
寄
稿
者
は
、
長
年
、
創

作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一
度
、
作
品

を
寄
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
次
号
の

発
刊
に
向
け
て
多
く
の
方
か
ら
の
寄
稿

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

せ
ん
。
『
文
芸
の
ぼ
り
べ
つ
』
は
、
市

役
所
売
店
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
文
化
協
会
で
は
、
発
刊
に
賛

同
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
お
り
、

会
員
に
な
ら
れ
た
方
に
本
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
登
別
市
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
小

林
さ
ん
は
思
い
を
語
り
ま
す
。

新
た
な
登
別
に
ふ
れ
る

文
芸
の
輪
を
広
げ
た
い

昭和17年、白老町生まれ。76歳。
昭和57年、結婚を機に登別市へ移り住み、川柳の創作を続ける
傍ら、川柳の楽しさを多くの人に伝えたいと句会などを開催し、
精力的に活動している登別市文化協会所属・登別川柳社の主幹
（代表）。平成14年から現在に至るまで、『文芸のぼりべつ』
の編集委員長として、発刊に尽力。

市民の思いをすくう『文
芸のぼりべつ』を支える

▲�題字や表紙絵などにも、登
別市文化協会会員の思いが
つまっている『文芸のぼり
べつ』

　平成30年７月31日㈫、創刊から37号を数
えた『文芸のぼりべつ』が発刊されました。
登別市文化協会・文芸部が発行する文芸誌
『文芸のぼりべつ』は市民や市にゆかりの
ある方から寄稿された数多くの作品が詰ま
った一冊です。
　今号では、編集委員長である小林碧水さ
んに『文芸のぼりべつ』への思いを伺いま
した。

小
こ

林
ばやし

 碧
へき

水
すい

さん（登別東町）
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市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
て

意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
が

懇
談
す
る
『
平
成
30
年
度
地
区
懇
談
会
』
（
市
主
催
）

を
10
月
30
日
㈫
か
ら
11
月
21
日
㈬
に
か
け
て
、
市
内
の

10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
９
月
６
日
㈭
に
発
生
し
た
『
平
成
30
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
他
の
地
域
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

『
次
』
の
災
害
へ
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
認
識
し
、
今

後
の
活
動
へ
の
参
考
と
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
地
区
懇
談
会

災
害
に
強
く
住
み
よ
い
ま
ち
へ

▲�マカオの観光名所や行事、グルメなどについて説明する李さん
（左）

　
10
月
31
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
『
平
成
30
年
度
第
５

回
国
際
理
解
講
座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
33
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
留
学
生

で
あ
る
李リ

家カ

豪ゴ
ウ

さ
ん
を
お
招
き
し
、
出
身
地
マ
カ
オ
に

つ
い
て
紹
介
。
名
物
の
エ
ッ
グ
タ
ル
ト
や
春
節
（
旧
正

月
）
祝
賀
パ
レ
ー
ド
、
東
京
タ
ワ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ

で
あ
る
マ
カ
オ
タ
ワ
ー
か
ら
の
世
界
最
長
の
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
な
ど
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
写
真
や
動
画

を
交
え
な
が
ら
、
話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
動
画
を
見
た
参
加
者
は
、
目
と
耳
で
マ
カ
オ
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
カ
オ
の
世
界
へ
ご
案
内

▲�各町内会が行った携帯電話などの充電サービスの取り組みな
どについて聞き入る参加者（富岸地区・富久寿園）

▲�セミナーの一環として柔軟体操に取り組む参
加者

▲�お父さんに手伝ってもらいながら調理する子
どもたち

　
10
月
27
日
㈯
、
し
ん
た
21
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
料
理
の

楽
し
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
親
子
料
理
教
室

（
市
・
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
主
催
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み
と

し
て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
㈱
明
治
の
栄
養

士
を
講
師
と
し
て
招
き
、
食
育
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
。
参
加
し

た
12
組
の
親
子
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
食
事

メ
ニ
ュ
ー
を
例
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養
の
取
り
方
や
食

べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
ほ
か
、
運
動
後
の
体
の
変
化

を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
操
を
行
い
、
日
々
の
食
生

活
や
運
動
習
慣
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
料
理
教
室
で
は
、
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
、

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
３
品
を
保

護
者
た
ち
と
一
緒
に
調
理
。
作
り
方
を
こ
ま
め
に
確
認
し
な

が
ら
、
約
１
時
間
30
分
で
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
と
参
加
し
た
青
葉
小
学
校
５
年
生
の
田た

中な
か

咲さ

希き

さ
ん
は
、
「
み
ん
な
で
料
理
を
作
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 東京オリンピック・パラリンピック 
 登別市ホストタウンプログラム 
運動と食事をテーマとした父と子の親子料理教室

健康的なからだをつくろう
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� 31

 

登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念 

平
成
30
年
度
第
５
回
国
際
理
解
講
座
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JR富浦駅

富浦墓地

至白老町

至幌別町

道央
自動
車道

登別市
葬斎場

第二
富浦墓地

登別市
共同墓

国道36
号

　
11
月
１
日
㈭
、
富
浦
町
の
第
二
富
浦
墓
地
内
に
完
成

し
た
『
登
別
市
共
同
墓
』
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
焼
骨
を
納

骨
す
る
共
同
墓
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む

現
代
に
お
い
て
、
需
要
が
増
し
て
お
り
、
供
用
開
始
日

ま
で
に
68
件
129
体
の
申
し
込
み
に
加
え
、
301
人
か
ら
生

前
予
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
納
骨
初
日
と
な
っ
た
11
月
７
日
㈬
に
は
、
18
体
を
収

容
。
納
骨
期
間
は
、
４
月
か
ら
11
月
ま
で
と
し
て
い
ま

す
が
、
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
３
９
）
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
別
市
共
同
墓
供
用
開
始

永
き
に
わ
た
る
安
心
を

▲�3,000体の焼骨が収容可能な
『登別市共同墓』

11
� 1

▲�市長から表彰状を受け取る受賞者

▲�これまでの功績をたたえられた受賞者

　
11
月
３
日
㈯
、
市
民
会
館
で
、
『
平
成
30
年
度
登
別
市
功
労

者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
表
彰
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
登
別
市
功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
登

別
市
の
行
政
や
社
会
福
祉
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と

な
る
行
い
を
さ
れ
た
方
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
登
別
市
功
労
者
５
人
、
登
別
市
表
彰
23
人
・
１

団
体
（
自
治
貢
献
表
彰
９
人
、
社
会
貢
献
表
彰
８
人
、
教
育
文

化
貢
献
表
彰
３
人
、
篤
志
貢
献
表
彰
１
人
・
１
団
体
、
善
行
表

彰
２
人
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
の
紹
介
や
市
民
憲
章
の
唱
和
な
ど
を

行
っ
た
後
、
小
笠
原
市
長
が
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
や
受
賞
団

体
の
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
中な

か

川が
わ

信し
ん

市い
ち

さ

ん
が
、
「
本
日
の
受
賞
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
永
年
に
わ
た
る

温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
。
こ
の
感
銘
を
胸
に
刻

み
、
市
勢
の
発
展
と
振
興
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
は
、
表
彰
の
喜
び
と
重
み
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

平成30年度登別市功労者表彰・
登別市表彰表彰式

永年の功績をたたえて

　
11
月
10
日
㈯
、
東
京
圏
で
生
活
す
る
登
別
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
々
で
構
成
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
会
『
東
京
登

別
げ
ん
き
か
い
』
の
総
会
と
懇
親
会
が
、
羽
田
空
港
国

内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
、

約
100
人
が
、
設
立
30
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
登
別
を
思
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
発
足
し
、
長
き
に
わ
た
り
登
別
市
に
関

す
る
情
報
を
東
京
圏
で
発
信
し
続
け
て
き
た
『
東
京
登

別
げ
ん
き
か
い
』
。

　
８
月
に
は
、
『
ふ
る
さ
と
登
別
応
援
ツ
ア
ー
』
と
し

て
、
登
別
を
訪
れ
、
川
上
公
園
に
記
念
植
樹
を
行
う
な

ど
、
登
別
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
同
会
会
員
は
、
ふ
る

さ
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
30
回
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
総
会
・
懇
親
会

ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て
30
年

▲�恒例となっている東京登別げんきかい総会での鬼踊り

11
� 10

11
� 3

21  ２０１８．１２月号  東　奔　西　走



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

１月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�0200）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

７
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
６
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
６
期
）
の
納
期
限

は
12
月
25
日
㈫
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
（
第
４
期
）
の
納
期
限
は

平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
で
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）
、

税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１
５
５
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
26
日
㈬
14
時

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
消
防
本
部
は
、
大
学
や
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
し
な
が
ら
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ん
だ
方
の
就
職
活
動
を
支

　
年
末
は
火
災
発
生
の
危
険
性
が
増

大
す
る
こ
と
か
ら
、
消
防
本
部
は
、

12
月
15
日
㈯
か
ら
31
日
㈪
ま
で
、
年

末
特
別
警
戒
を
実
施
す
る
ほ
か
、
25

日
㈫
か
ら
31
日
㈪
を
強
調
期
間
と
し
、

消
防
車
で
巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
冬
期
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー

ブ
の
消
し
忘
れ
、
電
気
器
具
の
ス
イ

ッ
チ
の
切
り
忘
れ
な
ど
に
よ
る
『
つ

い
、
う
っ
か
り
』
型
の
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
外
出
す
る

援
す
る
た
め
、
登
別
市
学
生
消
防
団

員
活
動
認
証
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
ま
た
は
消
防
本

部
総
務
グ
ル
ー
プ

に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

消
防
本
部
で
は
、
随
時
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
看

護
師
な
ど
高
度
な
技
能
の
資
格
取

得
の
た
め
に
養
成
機
関
で
修
業
す

る
方

給�

付
額
　
月
額
７
万
500
円
（
市
民
税

が
非
課
税
の
方
は
月
額
10
万
円
）

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、
指

定
さ
れ
た
教
育
訓
練
給
付
講
座
を

受
講
す
る
こ
と
が
適
職
に
就
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
給�
付
額
　
受
講
費
用
の
６
割
（
上
限

20
万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）

※
講
座
修
了
後
、
給
付
と
な
り
ま
す
。

○�

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
支
援
給
付
金

対�

象
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
20
歳
未
満
の
方
で
、
高
等

学
校
を
卒
業
し
て
お
ら
ず
（
中
退

を
含
む
）
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
適

際
や
就
寝
す
る
前
は
、
必
ず
火
の
元

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
認
定
試
験
合
格
を
目

指
す
た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
方

給�

付
額
　
講
座
修
了
後
に
受
講
費
用

の
２
割
、
合
格
時
に
受
講
費
用
の

４
割
（
上
限
10
万
円
、
下
限
４
千

円
）

◆�

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
各
給
付
金
を
申
請

す
る
た
め
に
は
、
事
前
相
談
が
必

要
で
す
）

時�

間
　
月
～
木
曜
日
10
時
～
16
時
45

分
、
金
曜
日
10
時
～
15
時
45
分

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
。

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

『
登
別
市
学
生
消
防
団
員
活
動

認
証
制
度
』
を
開
始
し
ま
し
た

『
つ
い
、
う
っ
か
り
』
型
の

火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援

給
付
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か

地　区 収集期間 申込期間

登別東町　　　
１月７日㈪～
１月12日㈯　

12月17日㈪～
12月28日㈮　

大和町、栄町、
若山町　　　　

１月21日㈪～
１月26日㈯　

１月７日㈪～
１月18日㈮　

新川町　　　　
１月28日㈪～
２月２日㈯　

１月15日㈫～
１月25日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の

日�

時
　
12
月
28
日
㈮
10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

場
所
　
イ
オ
ン
登
別
店

問�

い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
市
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
避
難
支
援
や
安
否
確
認
に

利
用
で
き
る
よ
う
『
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
』
を
作
成
し
て
お
り
、
今

年
、
新
た
に
登
録
対
象
と
な
る
方
に

対
し
、
12
月
中
旬
に
登
録
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
本
人
の
同
意
に
よ
り
、
平
常
時
か

ら
警
察
や
消
防
、
地
域
の
方
な
ど
と

共
有
す
る
『
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
（
兼
き
ず
な
づ
く
り
台
帳
）
』
に

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

主�

な
対
象
　
75
歳
以
上
の
方
、
要
介

護
認
定
３
以
上
の
方
、
身
体
障
害

者
手
帳
２
級
以
上
の
方
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
方
な
ど
の
う
ち
、
ま

だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

※�

既
に
登
録
さ
れ
た
方
で
転
居
し
た

場
合
、
再
度
、
登
録
が
必
要
で
す
。

※�
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
も
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�
（
☎
�
１
１
３
０
）

　
無
駄
な
『
食
品
ロ
ス
』
を
減
ら
す

た
め
に
も
、
『
３
０
１
０
運
動
』
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
自
宅
に
お
い
て
も
、
消
費

期
限
や
賞
味
期
限
を
確
認
し
、
食
材

を
無
駄
な
く
使
い
き
り
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
国
内
で
は
、
本
来
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

る
『
食
品
ロ
ス
』
が
年
間
約
621
万
㌧

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
２
割

が
外
食
産
業
で
発
生
し
て
い
る
と
い

う
統
計
が
あ
り
ま
す
。

　
『
３さ

ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
』
は
、
宴
会
な

ど
で
開
始
か
ら
30
分
間
と
終
了
ま
で

の
10
分
間
は
席
に
座
り
、
料
理
を
楽

し
み
、
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。

　
人
権
問
題
や
夫
婦
・
親
子
間
の
問

題
、
不
動
産
・
金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
日
常
生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
で
お
困
り
の
方
の
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時
　
12
月
６
日
㈭
９
時
30
分
～
12

時
30
分

場
所
　
イ
オ
ン
登
別
店

相
談
員
　
登
別
市
人
権
擁
護
委
員

問�
い
合
わ
せ
　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支

局
総
務
課
（
☎
�
５
１
１
１
）

　
市
は
、
電
気
自
動
車
の
普
及
や
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
を
図
る
た

め
、
市
役
所
本
庁
舎
前
に
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
器
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利�

用
時
間
　
24
時
間
、
365
日
（
１
回

30
分
ま
で
）

※�

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
よ
り

休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利�

用
条
件
　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
発
行
す
る
専
用
の
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
、
エ
コ
Ｑ
電
シ
ス
テ
ム

に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

利�

用
料
金
　
カ
ー
ド
発
行
会
社
な
ど

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

『
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
（
兼

き
ず
な
づ
く
り
台
帳
）
』
へ
の
登

録
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

『
３さ

ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
』
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

の
利
用
に
つ
い
て

第17回 『登別温泉までの馬車
鉄道開通』　

▲�国道の下をくぐる馬車鉄道

　
登
別
駅
と
登
別
温
泉
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
が
開

通
し
た
の
は
、
大
正
４
年
12
月
３
日
。

　
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
の
あ
た
り
か
ら
、

わ
か
さ
い
も
本
舗
登
別
東
店
付
近
ま
で
坂
道
を

登
り
、
そ
の
後
は
現
在
の
道
道
洞
爺
湖
登
別
線

と
ほ
ぼ
同
じ
経
路
を
た
ど
っ
て
登
別

温
泉
駅
に
向
か
う
馬
車
鉄
道
は
、
登

別
駅
か
ら
登
別
温
泉
駅
ま
で
約
１
時

間
20
分
、
登
別
温
泉
駅
か
ら
登
別
駅

ま
で
約
１
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　
活
躍
す
る
馬
を
励
ま
す
た
め
に
坂

の
登
り
口
に
は
「
馬ば

力り
き

神し
ん

」
が
ま
つ

ら
れ
た
ほ
か
、
亡
く
な
っ
た
馬
の
霊

を
慰
め
る
た
め
の
馬ば

頭と
う

観か
ん

世ぜ

音お
ん

が
運

行
会
社
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
登
別
温
泉
を
訪
れ
る
人
は
、

年
々
増
加
し
、
馬
車
鉄
道
で
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

蒸
気
機
関
車
、
電
車
、
バ
ス
へ
と
交

通
機
関
が
転
換
し
て
い
き
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

－大正４年12月３日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

主な利用可能な車種
メーカー 車種

三菱自動車
工業

�i
アイ

-M
ミ ー ブ

iEV、アウトランダー
P
ピーエイチイーブイ

HEV、ミニキャブ・ミ
ーブ

日産自動車 リーフ、e
イーエヌブイ

-NV200
ＳＵＢＡＲＵ プラグインステラ
トヨタ自動車 e

イーキュー

Q、プリウスP
ピーエイチブイ

HV
マツダ デミオＥ

イ ー ブ イ

Ｖ

本田技研工業 フィットＥ
イ ー ブ イ

Ｖ、クラリテ
ィP

ピーエイチイーブイ

HEV
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講
座
や

展
示
会
な
ど

問い合わせ　水道グループ
（☎�５５０１）

教 え て

●水●道●料●金金

展示期間 場所
12月１日㈯13時～13日㈭15時 市民会館

12月18日㈫13時～平成31年１月７日㈪15時 鷲別公民館

平成31年１月８日㈫13時～１月21日㈪14時
※１月15日㈫を除く。

登別温泉
ふれあい
センター

平成31年１月22日㈫13時～２月４日㈪15時 婦人
センター

平成31年２月５日㈫13時～28日㈭15時 市役所

　市は、平成31年４月１日㈪に、水道
料金の値上げ（平均改定率19.49㌫）
を行います。
　そこで、12月号から2019年３月号ま
での４回にわたり、水道料金の改定に
ついて、Ｑ＆

アンド

Ａで分かりやすくお伝え
していきます。

　市公式ウェブサイトでは、料金の改
定が必要となった経緯
や改定後の水道料金早
見表などを掲載してい
ますので、併せてご覧
ください。

家庭で使う水の量が、
　・�１カ月10㎥で、１カ月当たり398円の値
上がり

　・�１カ月20㎥で、１カ月当たり765円の値
上がり

　・�１カ月30㎥で、１カ月当たり1,165円の
値上がり

となります。

水道料金は『基本料金』と『計量料金』に分
かれており、１カ月で使った水の量が５㎥以
下の場合は『基本料金』だけかかります。そ
の場合は、１カ月当たり241円の値上がりと
なります。

水道料金が値上がりになると聞いたけど、ど
のくらいの値上がりになるの

私のおじいちゃんは、一人暮らしで水はそれ
ほど使っていないけど、どのくらいの値上が
りになるの

　
市
は
登
別
の
魅
力
あ
る
自
然
景
観

を
写
真
で
伝
え
、
景
観
保
全
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
『
景
観

と
動
物
』
、
『
後
世
に
残
し
た
い
単

一
の
樹
木
』
、
『
街
並
み
景
観
』
、

『
自
然
と
と
も
に
あ
る
建
造
物
』
を

テ
ー
マ
に
募
集
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日�

時
　
12
月
14
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
（
13
時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

対�

象
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
修
了
し
た
方

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と

を
示
す
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
』
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
12
月
11
日
㈫
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬
13
時

30
分
～
14
時
30
分
（
13
時
か
ら
受

け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

対�

象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
そ
の

家
族

内�

容
　
家
庭
内
に
潜
む
危
険
を
知
り
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
、
健

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
市
内

の
団
体
が
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

学
習
会
を
実
施
し
た
と
き
に
、
市
が

講
師
謝
礼
金
（
１
回
５
千
円
）
を
負

担
す
る
制
度
で
す
。

手
続
き
の
流
れ
　

①�

10
人
以
上
の
団
体
で
学
習
会
を
企

画
（
団
体
会
員
の
３
分
の
２
以
上

が
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

②�

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
２
週
間
前

ま
で
に
、
利
用
申
込
書
を
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

③�

講
座
終
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
教
育
委

員
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

康
で
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
講
演

講�

師
　
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
㈱
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
発
部
市

場
開
発
室
医
療
介
護
・
終
活
チ
ー

ム
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
企
画

担
当
次
長
　
堀ほ

り

江え

健た
か
し

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
12
月
26
日
㈬
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
た
め

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

高
齢
者
・
暮
ら
し
の
危
険
防
止

対
策
セ
ミ
ナ
ー

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
集
や

試
験
な
ど

店舗リフォームで
集客力・サービス向上を 活用しませんか

店舗リフォーム補助金を

◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　

①
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試�
験
日
　
12
月
14
日
㈮
か
ら
16
日
㈰

ま
で
の
い
ず
れ
か
一
日
（
14
日
㈮

は
男
性
の
み
）

申
込
期
限
　
12
月
11
日
㈫

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
　

対�

象
　
中
学
校
を
卒
業
（
平
成
30
年

度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
17

歳
未
満
の
男
性

試
験
日
　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

申
込
期
限
　
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

募�

集
案
件
　
登
別
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
案
）

閲�

覧
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
し

ん
た
21
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図

書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
、
教
育
部
総
務
グ
ル
ー

プ
（
市
民
会
館
内
）
に
備
え
付
け

る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載

提�

出
方
法
　
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け

の
専
用
用
紙
か
任
意
の
用
紙
に
①

案
件
名
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

電
話
番
号
、
⑤
意
見
を
記
入
し
、

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
『
意
見

箱
』
に
投
函
す
る
か
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
教
育

部
総
務
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

０
０

１
４
富
士
町
７
丁
目
33
、
思
�
９

７
４
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：kyoisou�

m
u@
city.noboribetsu.lg.jp

）

に
提
出

※�

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
ご

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
９
月
３
日
㈪
か
ら
10
月
２
日
㈫
ま

で
意
見
を
募
集
し
た
『
登
別
市
議
会

議
員
及
び
登
別
市
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
案
）
』
に
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
案
の
内
容
や
関
連
資
料
な
ど
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
総
務
Ｇ
（
☎
�
９
１
４
３
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

意�

見
に
対
す
る
回
答
　
寄
せ
ら
れ
た

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
閲
覧
場
所
に
閲
覧
フ
ァ

イ
ル
を
備
え
付
け
ま
す
。

※�

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
に
対
し
て

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

意
見
を
提
出
さ
れ
た
方
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
は
公
表
し
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
０
０
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
自
宅

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。

出�

願
期
限
　
平
成
31
年
３
月
17
日
㈰

出�

願
方
法
　
放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー
（
〒
060

－
０
８
１
７
札

幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目
）
に

資
料
請
求
し
、
同
封
の
出
願
票
な

ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

※�

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
学

生
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
011

－

736

－

６
３
１
８
）

自
衛
官
候
補
生
な
ど
の
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
行
い
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

の
実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

放
送
大
学
平
成
31
年
度

第
１
学
期
学
生
募
集

▶問い合わせ　商工労政グループ
� （☎�２１７１）
●補助金金活用例（一部）
１　メニュー看板の多言語化 ２　小上がりの撤去

　市は、集客力・サービス向上のため、
市内事業者を活用して行う模様替えや店
舗改修にかかる工事費などの一部を補助
する制度を設けています。まずは、商工
労政グループにご相談ください。

　外国人旅行者の増加に
伴い、メニュー看板を多
言語表記にすることで、
サービス
の向上を
図った。

　高齢者や足腰の悪い方
も利用しやすい店舗づく
りを目指すため、畳の小
上がり席
をテーブ
ル席に変
更した。

施工後 施工後

▶�補助対象経費　集客力の向上やサービスの向上のため、
市内事業者を活用した修繕や補修、模様替え、増改築な
どにかかる工事費（設置工事を伴わない備品などの購入
や事務機器の導入、車両の購入・改造、中古品の購入・
設置は対象外）

▶�補助率　対象経費の２分の１以内（千円未満切り捨て）
▶補助限度額　最大20万円

施工前 施工前
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公平な市民負担、公平な市民サービスのために

問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）

滞納債権の徴収を強化しています

Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥスタンプ販売中 日�

時
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰
・
26

日
㈯
・
27
日
㈰
９
時
～
16
時

場�

所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

対�

象
　
赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員

Ⅰ
養
成
講
習
の
資
格
を
有
す
る
方

（
認
定
証
発
行
日
か
ら
３
年
以
内
）

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

参
加
人
数
が
少
数
の
場
合
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費
用
　
500
円
（
教
材
費
な
ど
）

月
日
・
内
容
　

・�
平
成
31
年
１
月
17
日
㈭
…
警
報
設

備
・�

平
成
31
年
１
月
18
日
㈮
…
消
火
設

備
、
避
難
設
備
・
消
火
器

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

申�

し
込
み
　
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

12
月
12
日
㈬
ま
で
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

月
日
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
第
１
類
～
５
類
）
、

乙
種
（
第
１
類
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
12
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

月
日
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
12
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

・
電
子
…
12
月
７
日
㈮
ま
で

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い

て
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

・
電
子
…
12
月
７
日
㈮
ま
で

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い

て
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

※�

市
内
在
住
の
生
徒
・
学
生
ま
た
は

市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
・

学
生
は
費
用
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭

ま
で
に
日
本
赤
十
字
社
登
別
市
地

区
事
務
局
（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎

�
１
９
１
１
）

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ

養
成
講
習
（
全
３
回
）

平
成
30
年
度
消
防
設
備
士
講
習

平
成
30
年
度
第
４
回

消
防
設
備
士
試
験

平
成
30
年
度
第
８
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

　登別市ＰＲキャラクター『登
と

夢
む

くん』の
Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥスタンプを使って、登別の魅力を
発信してみませんか。
▶対象　ＬＩＮＥの利用者
▶スタンプの種類　１セット40種類
▶１セットの販売価格　120円または50ＬＩＮＥコイン
▶スタンプの問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�６５８６）
※売り上げの一部は市のまちづくりに使います。

　市は、市税などの未納者に、督促状や催告書を送付していますが、
それでも納付されない場合は、市税や保育料、下水道受益者負担金な
どについては、財産の差し押えなどの滞納処分を行っています。
　また、市営住宅使用料などの『私債権』は、弁護士に業務委託し、
訴えの提起などの法的措置による徴収に取り組んでいます。
　市税などの納付は、納期限内の自主納付が原則です。病気や失業、
生活困窮など、やむを得ない事情に
よって納期限内の納付が困難になっ
た場合は、計画的な納付などの相談
に応じています。早めに相談してく
ださい。

　市が、裁判所へ滞納者を
相手方とする訴えを提起す
ることで、裁判所において
市と相手方が、それぞれの
言い分を主張し、判決や和
解によって滞納の解決を図
る手続きです。判決や和解
が成立したにもかかわらず、
従わない場合は、市は裁判
所に強制執行を申し立てま
す。

訴えの提起

未納者に対する滞納債権徴収の流れ
督促状の送付

催告書の送付

差し押さえた
財産などの換
価処分　　　

滞納処分
（財産の差し　
　押さえなど）

強制執行
の申し立
て　　　

訴えの提起・
和解（弁護士

　への業務委託）

完納

市
税
な
ど

市
営
住
宅
使
用
料
な
ど
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



◆
申
込
資
格

・�

原
則
、
家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚

約
中
の
場
合
を
含
む
）

・
持
ち
家
の
な
い
方

・�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

・�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◆
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
か
ら
各
控
除
額
を
差
し
引

き
、
12
で
除
し
た
額
で
す
。

◆
申
込
方
法

　�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
日
時

　�

12
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◆
抽
選
日
時
・
場
所

　�
12
月
18
日
㈫
10
時
・
市
民
会
館
１

階
大
会
議
室

◆
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

　�

平
成
31
年
２
月
１
日
㈮
９
時
～
16

時
30
分
・
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

・�

募
集
区
分
や
入
居
資
格
審
査
を
行

う
た
め
に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と

各
支
所
で
配
布
す
る
『
募
集
の
し

お
り
』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

・�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
や
猫
な

ど
を
飼
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

家
賃
は
、
入
居
さ
れ
る
世
帯
収
入

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

・�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
か
か
り
ま

す
。

平
成
30
年
度
第
３
回

　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

区分 収入月額
入居者または同居者に障
がいのある方（障がいの
程度には基準があります）

２１４，０００円
以下

入居者が60歳以上で、か
つ同居者全員が60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 １５８，０００円
以下

　定期募集で入居者が決定しなかった住宅について、平成31年１月７日㈪から申し込み順で
受け付けを行いますので、入居を希望する方は建築住宅グループへ問い合わせください。

問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

所在地 団地名 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

幌　別
８丁目 幌別東 一般世帯

7５R3－3０４ 3階・3DK（５6.５㎡） １3,２００～２５,9００

76R１－２０6 ２階・3DK（５８.８㎡） １3,9００～２7,3００

常盤町
３丁目 緑ヶ丘 一般世帯 １－１２４ ２階・3LDK（66.５㎡） １9,４００～3８,２００

柏木町
４丁目 柏　葉

高齢者や障がいの
ある方などの世帯
（単身不可）

3－3１１ １階・3LDK（66.０㎡） １7,6００～3４,6００

桜木町
４丁目 桜　木 一般世帯

7－7１9 １階・3LDK（79.０㎡） ２５,7００～５０,５００

7－7２４ ２階・3LDK（79.０㎡） ２５,7００～５０,５００

※募集区分の詳細は、『募集のしおり』で確認してください。

随時募集
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

平成31年１月19日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

平成31年１月11日㈮
までに市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

12月22日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

12月21日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所（室蘭市
寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎１8９）

障がいのある方の
就労相談窓口

12月20日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

12月13日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

12月21日㈮・平成31
年１月11日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 12月14日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅
西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
12
月
18
日
㈫
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
申�

し
込
み
　
12
月
14
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日
時
・
場
所
（
内
容
）

◦�
12
月
13
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所
、

鷲
別
保
育
所
（
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

づ
く
り
）

◦�

12
月
20
日
㈭
…
富
士
保
育
所
（
室

内
遊
び
）
、
栄
町
保
育
所
（
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り
）

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護
者
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
12
月
14
日
㈮
10
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

日�
時
　
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
10
時

～
15
時

※�

12
時
～
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
屋
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
子
ど
も
の
表
現
活
動
と
造
形

活
動
に
つ
い
て
の
講
座

講�

師
　
北
斗
文
化
学
園
教
員
・
坂さ

か

本も
と

正し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
（
お

茶
ま
た
は
水
）
な
ど

申�

し
込
み
　
12
月
６
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
12
月
８
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
森
の
中
で
枝
を
拾
う
柴
刈
り

体
験

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

（
長
靴
）
、
コ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は

ス
プ
ー
ン
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た

は
水
）
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
12
月
６
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成30年８月１日～
９月４日生まれ）

１月10日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相談、
育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成30年３月生まれ）

１月31日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育児
相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年５月27日～
６月30日生まれ）

１月23日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児
相談、フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年12月生まれ）

１月17日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

１月30日㈬
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄養な
どの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
12
月
18
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ

く
り
（
ク
ラ
フ
ト
工
作
）

○
火
曜
日
コ
ー
ス

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
22
日
か
ら
３

月
５
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
10
時

～
11
時
50
分
（
全
７
回
）

○
木
曜
日
コ
ー
ス

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
24
日
か
ら
３

月
14
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
10
時

～
11
時
50
分
（
全
７
回
）

※
１
月
31
日
㈭
は
休
み
。

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
平
成
31
年
度
に
年
少
～
年
長

に
入
園
・
入
所
を
予
定
し
て
い
る

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
運
動
遊
び
な
ど

定�

員
　
各
コ
ー
ス
10
組
（
申
し
込
み

順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

申�
し
込
み
　
12
月
17
日
㈪
か
ら
21
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮
・
12

日
㈯
10
時
～
13
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小

学
４
年
生
以
上
は
１
人
で
参
加
で

き
ま
す
）

内�

容
　
登
別
産
の
た
ら
こ
を
使
用
し

た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
ポ
ト
フ
な
ど
の

調
理
（
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
協
力
）
と
栄
養
講
話

定�

員
　
各
日
25
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

※�

今
年
度
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

参
加
料
　
１
人
300
円

申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

申�

込
方
法
　
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
日
（
第
２

希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、
健
康
推

進
グ
ル
ー
プ
に
Ｅ
メ
ー
ル
（shin�

ta21@
city.noboribetsu.lg.jp

）

で
提
出

※�

12
月
13
日
㈭
に
、
抽
選
結
果
を
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

あ
そ
び
の
広
場
３
歳
児

火
曜
日
コ
ー
ス
・
木
曜
日
コ
ー
ス

食
育
お
や
こ
料
理
教
室
『
た
ら
こ
パ

ス
タ
で
ク
マ
デ
コ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

～
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
～

日時 診療所・住所・電話番号

12月９日㈰
９時～11時

林歯科医院� （☎㊻２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18
さかた歯科医院�（☎０１４２㉒１１８２）
伊達市舟岡町176－11

12月16日㈰
９時～11時

福田歯科クリニック� （☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１

12月23日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

12月24日㈪
９時～11時

福田歯科クリニック� （☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１

12月30日㈰
９時～11時

松田歯科医院� （☎㊻６４８０）
室蘭市日の出町１丁目24－25

12月31日㈪
９時～11時

川本歯科医院� （☎㊺０６５６）
室蘭市中島町２丁目11－14
徳満歯科医院� （☎�３７１１）
登別市登別東町１丁目18－１
はたけやま歯科クリニック
� （☎０１４２㉑５５３３）
伊達市竹原町36－５

平成31年　
１月１日㈫
９時～11時

八丁平歯科医院� （☎㊻１１８２）
室蘭市八丁平２丁目27－16
野村歯科� （☎�８８４４）
登別市新生町１丁目１－６
なお歯科� （☎０１４２㉒１１１７）
伊達市弄

ろう

月
げつ

町241－３

平成31年　
１月２日㈬
９時～11時

サイトウ歯科医院� （☎㊸６６８６）
室蘭市日の出町２丁目16－11
早川歯科� （☎�８８５０）
登別市富士町６丁目20－１
藤原眼科・歯科�（☎０１４２㉓５８０５）
伊達市梅本町５－１

平成31年　
１月３日㈭
９時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス�（☎㊺８４８４）
室蘭市高砂町３丁目９－20
新生ファミリー歯科� （☎�１１８２）
登別市新生町３丁目16－21
本田歯科医院�（☎０１４２㉒１６４１）
伊達市舟岡町350－７

12月～1月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



▶�入所要件　保護者の仕事や病気、出産（予
定日の前後各８週間）、家族の介護、求職
活動などの理由により、日中に子どもの保
育が困難な家庭
▶�入所可能年齢　入所時点で満６カ月から小
学校入学前までの子ども
▶保育内容
◦�開所日…月～土曜日（祝日、12月31日㈪か
ら１月５日㈯までの期間を除く）
◦�保育時間…７時15分～18時15分（１時間の
延長保育あり）

平成31年１月９日㈬～22日㈫

※�定員を超えた場合、公正な選考により入所児童を決定します。

◎対象保育所

子育てグループ（市役所１階７番窓口）や各支所、各保育所に備え付けの申請書に必要事
項を記入の上、子育てグループまたは各保育所に提出
※申請書には、世帯全員のマイナンバー（個人番号）の記入が必要です。

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭
14
時

～
15
時
30
分

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
い
て
の

講
話

講�

師
　
臨
床
心
理
士
・
尾お

野の

裕ゆ
う

子こ

さ

ん
定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
12
月
10
日
㈪
か
ら
14
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

０
歳
児
よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

平成₃₁年度の
� 保育所入所児童を募集します

問い合わせ　
　子育てグループ
� （☎�５６３４）

申込期間

申込方法

保育所名 住所 電話番号 定員

富士保育所 富士町７丁目２－１ �２５５７ 120人

鷲別保育所 鷲別町４丁目36－18 �７２５４ 120人

栄町保育所 栄町２丁目６－１ �９５１５ 120人

幌別東保育所 幌別町８丁目17 �０１５１ 120人

登別保育所 登別本町２丁目25－９ �１１３３ �60人

日
時
　
12
月
19
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ

く
り

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

お
楽
し
み
デ
ー

『
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

日�
時
　
12
月
20
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
初
め
て
の
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
方

内�

容
　
妊
婦
同
士
の
交
流
や
先
輩
マ

マ
と
の
情
報
交
換

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
12
月
18
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

千円ドックを受診しませんか
日時 ①２月12日㈫

９時～
②２月13日㈬
９時～

③２月14日㈭
９時～

�④２月15日㈮
９時～

場所 市民会館 鷲別公民館 婦人センター

対象 　国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している40歳以上の方

検査
項目

○必須項目
　身体・血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖、脂質、肝・腎機能、
貧血）検査、心電図検査、眼底検査、大腸がん検診（便潜血）、肺がん
検診
○選択項目（無料）
　胃がん検診（バリウム）
　前立腺がん検診…治療中でない50歳以上の男性対象

定員 各日60人（申し込み順） 30人（申し込み順）

料金 1,000円
※保険税（料）に滞納がある方は検査料金が異なります。

持ち物 特定健診または健康診査の受診券

※�年度内に特定健診や健康診査、脳ドック、短期人間ドックとの重複受診は
できません。
▶�申し込み　12月６日㈭から平成31年１月18日㈮までに国民健康保険グルー
プ（☎�１７７１）、年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）
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健

　康

い
き
い
き

申�

し
込
み
　
12
月
17
日
㈪
か
ら
21
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
12
月
18
日
㈫
15
時
～
16
時

場�

所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

演
題
　
膵す

い

臓ぞ
う

が
ん
に
つ
い
て

講�

師
　
消
化
器
内
科
・
血
液
腫
瘍
内

科
主
任
医
長
　
小お

野の

道み
ち

洋ひ
ろ

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
事
務
部
経
営

企
画
課
（
☎
�
４
４
０
４
）

日
時
　
12
月
27
日
㈭
14
時
～
15
時

場
所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
講
堂

内�

容
　
糖
尿
病
専
門
医
・
宮み

や

崎ざ
き

義よ
し

則の
り

さ
ん
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
医
局
栄
養
科

�

（
☎
�
２
０
２
２
）

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
22
日
か
ら
２

月
19
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
10
時

～
12
時
（
全
５
回
）

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
手
遊
び
や
運
動
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員
　
各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
８
日
か
ら
３

月
12
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
10
時

30
分
～
11
時
30
分
（
全
10
回
）

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

対�

象
　
同
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が

な
い
４
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ

お
母
さ
ん

内
容
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
託
児
料
含
む
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
12
月
３
日
㈪
か
ら
７
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

第
46
回
市
民
公
開
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

～
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
～

糖
尿
病
教
室
～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～

あ
そ
び
の
広
場
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

は
つ
ら
つ
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

～
冬
コ
ー
ス
～

◎インフルエンザ
　感染すると、38度以上の発熱や頭痛、関節痛、
筋肉痛など、全身の症状が突然現れ、のどの痛み、
鼻汁、せきなどが出ます。

　予防するには…

・帰宅時、うがいや手洗いをする
・部屋の湿度を50㌫から60㌫に保つ
・十分な休養とバランス良く栄養をとる
・外出時はマスクを着用する
・人混みを避ける　
・予防接種を受ける

◎ノロウイルス
　感染力が強く、吐き気や嘔

おう

吐
と

、下痢、腹痛が１・
２日続き、回復後も数週間は、ウイルスがふん便
の中に含まれることがあります。

　予防するには…

・しっかりと手を洗う　
・食品などは十分に加熱する
・�ふん便や嘔吐物の処理には使い捨てのマスクと
手袋を着用する

・�嘔吐物で汚れた床は、漂白剤を含ませた布で浸
すように拭き、じゅうたんなどは、85度で１分
以上スチームアイロンをかける

冬に流行する 病
予
気 を
防 しましょう

問�い合わせ　
　健康推進グループ
　（しんた21内・
� ☎�０１００）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

12
月
号

申 し 込 み

　
毎
週
月
曜
日
と
祝
日
、
最
終
金
曜

日
（
12
月
28
日
㈮
）
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
は
、
12
月
31
日

㈪
か
ら
１
月
５
日
㈯
ま
で
休
館
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
15
時

～
17
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対
象
　
男
性

内�

容
　
夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
作
り

定
員
　
各
日
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
日
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
12
月
13
日
㈭
ま
で
に
櫻さ

く
ら

井い

さ
ん
（
☎
090

－

６
２
６
３

－

１

７
３
３
）

定
員
　
各
日
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
①
は
12
月
６
日
㈭
ま
で
、

②
は
12
月
20
日
㈭
ま
で
に
と
も
か

な
（
☎
�
７
１
３
３
）

※�

詳
し
く
は
㈱
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館

日�

時
　
12
月
８
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
年
長
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
年
長
児
は
保
護
者
同
伴
）

内�

容
　
ト
ナ
カ
イ
の
小
物
入
れ
を
製

作
定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
12
月
５
日
㈬
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
12
月
６
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
・
内
容
　
①
12
月
８
日
㈯
10
時

～
11
時
30
分
…
『
座
る
立
つ
歩
く

進
化
機
能
体
操
』
、
②
12
月
22
日

㈯
10
時
～
11
時
30
分
…
『
ゆ
る
み

と
心
肺
と
循
環
機
能
体
操
』

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.

rakunoukan.c�
om
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
体
験
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
㈱
の
ぼ
り
べ
つ
酪
農
館

�

（
☎
�
３
１
８
４
）

日�
時
　
12
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
英
会
話
初
心
者
が
、
カ
フ
ェ

で
英
会
話
の
勉
強

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
300
円
～
350
円
（
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

申�

し
込
み
　
12
月
６
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

展
示
期
間
　
12
月
９
日
㈰
～
22
日
㈯

※
22
日
㈯
は
16
時
ま
で
。

場
所
　
市
立
図
書
館

　
登
別
産
の
新
鮮
な
牛
乳
を
使
っ
た

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー
の
手
作

り
体
験
が
で
き
ま
す
。

　
冬
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
家
族

や
友
人
と
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場�
所
　
札
内
高
原
館
（
札
内
町
73
）

体
験
時
間
　
１
時
間
程
度

人
数
　
１
グ
ル
ー
プ
５
人
～
20
人

参
加
料
　
１
人
500
円

日
時
　
12
月
12
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
12
月
９
日
㈰
は
、
水
泳
大
会
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

�

（
☎
�
５
５
８
８
）

市
立
図
書
館
休
館
情
報

『
男
の
料
理
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ク
リ
ス
マ
ス
工
作

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

『
ス
マ
イ
ル
』

小
・
中
学
生
の
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

休
館
の
お
知
ら
せ

　『子宝もちつき舞』の披露や甘酒・
おしるこの振る舞いを行います。
日時　平成31年１月１日㈫11時～12時
場所　泉源公園
問�い合わせ　登別国際観光コンベンシ
ョン協会（☎�３３１１）

元旦縁起もちつき

市
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
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30
分
（
15
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
越
し
の
際
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上

内�

容
　
双
子
ソ
プ
ラ
ノ
デ
ュ
オ
の
山

田
姉
妹
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

料�
金
（
指
定
席
）
　
一
般
２
千
円
、

学
生
１
千
円

※�

当
日
券
は
一
般
２
千
500
円
、
学
生

１
千
500
円
（
前
売
り
券
完
売
の
場

合
、
当
日
券
は
販
売
し
ま
せ
ん
）
。

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
開
始
日
　
12
月
18
日

㈫
チ�

ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
民
会
館
、
鷲

別
公
民
館
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
12
月
16
日
㈰
10
時
～
11
時
30

分
集�

合
場
所
　
胆
振
幌
別
川
白
鳥
テ
ラ

ス
（
新
川
町
２
丁
目
）

内�

容
　
胆
振
幌
別
川
の
土
手
を
歩
き

な
が
ら
、
大
白
鳥
や
キ
ン
ク
ロ
ハ

ジ
ロ
、
オ
オ
バ
ン
な
ど
の
探
索

持
ち
物
　
防
寒
着

問�

い
合
わ
せ
　
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ

ヨ
シ
キ
リ
の
会
・
伴ば

ん

野の

さ
ん

�

（
☎
�
７
５
１
５
）

日
時
（
内
容
）
　

①�

12
月
22
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

（
お
正
月
飾
り
工
作
）

②�

12
月
22
日
㈯
13
時
30
分
（
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
）

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
①
小
学
生
（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）
②
幼
児
以
上
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
）

定
員
　
①
の
み
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

②
は
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
①
は
12
月
８
日
㈯
か
ら

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭
、
17

日
㈭
11
時
30
分
～
12
時
30
分
（
２

日
間
）

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ
２
階

対
象
　
５
・
６
歳

内�

容
　
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
基

本
動
作
を
体
験

講�

師
　
Ｄ
Ｏ
Ｃ
’Ｓ
代
表
・
宮み

や

坂さ
か

啓け
い

多た

さ
ん

参�

加
料
　
１
千
円
（
傷
害
保
険
料
含

む
）

日�

時
　
12
月
20
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
鷲
別
公
民
館

対
象
　
小
学
生
以
上

定
員
　
７
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
900
円
（
材
料
費
）

申�

し
込
み
　
12
月
13
日
㈭
ま
で
に
フ

ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
デ
イ
ジ
ー
・
三み

平ひ
ら

さ
ん
（
☎
090

－
９
５
１
８

－

２

８
６
８
）

19
日
㈬
ま
で
に
市
立
図
書
館
（
☎

�
４
３
２
４
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
の
運
動
靴

申�

し
込
み
　
12
月
11
日
㈫
か
ら
21
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
平
成
31
年
２
月
23
日
㈯
15
時

『
幌
別
川
バ
ー
ド
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
』

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

お
正
月
飾
り
工
作
と
お
は
な
し
会

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

キ
ッ
ズ
Ｈヒ

ッ

プ
Ｉ
Ｐ

－

Ｈホ

ッ

プ
Ｏ
Ｐ
教
室

し
め
飾
り
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

山
田
姉
妹
コ
ン
サ
ー
ト

正月３日間コース 土曜サタデー教室 日曜サンデー教室

日時 １月２日㈬～４日㈮
１月12日から２月９
日までの毎週土曜日
10時～15時（全５回）

１月13日から２月10
日までの毎週日曜日
10時～15時（全５回）

定員 小・中学生…30人
高校生以上…10人 20人 20人

参加料 小・中学生 7,500円
高校生以上10,500円

小・中学生12,500円
高校生以上17,500円

小・中学生12,500円
高校生以上17,500円

登別スキー連盟主催

スキー教室

登別スキー連盟 ジュニアスキーチーム●会●員●募●集

場所　カルルス温泉サンライバスキー場
対�象　一人でリフトに乗車でき、滑走できる小学生以上
申�し込み　希望する教室の開催初日の７日前までに、電話またはフ
ァクス、Ｅメールで同事務局・佐

さ

藤
とう

さん（☎090－1527－8326、
思０１４２�３９７７、Ｅメール：johntada@guitar.ocn.ne.�
jp）に、氏名・性別・年齢（学年）・連絡先を連絡
※別途リフト券などが必要です。
※全て申し込み順です。

　速くて上手なスキーを目指すチームです。
▶�活動日　12月下旬～３月下旬の土・日曜日・祝日、年末年始
▶�場所　カルルス温泉サンライバスキー場
▶�対象　一人でリフトの乗り降りができる小学生から中学生まで
▶�会費　20,000円（保険料を含む、リフト代別途）
▶�問い合わせ　17時から20時までに同連盟・石

いし

岡
おか

さん（☎�４２７
９、Ｅメール：ishioka@jmail.plala.or.jp）

　
　
　

ド

ッ

ク

ス
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



訓�

練
期
間
　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

～
４
月
３
日
㈬
９
時
50
分
～
16
時

15
分

場�

所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

内�

容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ
ー
ド
、

表
計
算
、
職
業
能
力
開
発
講
習

定
員
　
18
人

※�

受
講
者
が
募
集
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
す

る
こ
と
が
り
ま
す
。

費
用
　
３
千
584
円
（
教
科
書
代
）

※�

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
12
月
11
日
㈫
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
�
８
６
８

９
）

問�
い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
・
鳥と

り

山や
ま

さ
ん

（
☎
070

－

５
６
０
１

－

７
９
６
８
）

日�
時
　
①
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭
10

時
～
12
時
、
②
平
成
31
年
１
月
11

日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内�

容
　
①
の
こ
ぎ
り
な
ど
を
使
っ
て

木
の
本
立
て
づ
く
り
、
②
自
然
素

材
を
使
っ
た
写
真
立
て
づ
く
り

定�

員
　
①
15
人
、
②
30
人
（
い
ず
れ

も
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
①
、
②
各
300
円

申�

し
込
み
　
12
月
７
日
㈮
か
ら
23
日

㈰
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
15
時

場�

所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
１
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内�

容
　
外
来
生
物
を
取
り
巻
く
状
況

や
人
間
の
活
動
が
引
き
起
こ
す
環

境
破
壊
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
き

も
の
い
ん
く
代
表
・
加か

藤と
う

康や
す

大ひ
ろ

さ

ん
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

日�
時
・
内
容
　
①
12
月
15
日
㈯
13
時

30
分
～
15
時
30
分
…
科
学
実
験
、

②
12
月
22
日
㈯
10
時
～
11
時
…
顕

微
鏡
観
察

場�

所
　
①
室
蘭
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
②
同
大
学

対�

象
　
①
小
学
５
年
生
～
中
学
生
、

②
小
学
４
～
６
年
生

定�

員
　
①
20
人
、
②
８
人
（
い
ず
れ

も
申
し
込
み
順
・
保
護
者
同
伴
可
）

申�

込
期
間
　
①
12
月
11
日
㈫
ま
で
、

②
12
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同
大

学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

www.m
uroran-it.ac.jp/guida�

nce/r_so/ss_m
it.htm

l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課

広
報
地
域
連
携
係

�

（
☎
�
５
０
１
６
）

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

②�

平
成
31
年
１
月
６
日
㈰
14
時
～
16

時
・
12
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時
30

分
…
カ
メ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

③�

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
10
時
30
分

～
12
時
30
分
・
12
日
㈯
14
時
～
16

時
…
ク
ロ
ー
ラ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

場
所
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

対�

象
　
①
小
学
１
・
２
年
生
、
②
小

学
３
・
４
年
生
、
③
小
学
５
・
６

年
生

定
員
　
各
日
10
人

申�

込
期
間
　
12
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
同
大

学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://www.m

uror�
an-it.ac.jp/robot-arena/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
�
５
３
３
７
）

日
時
・
内
容
　

①�

平
成
31
年
１
月
６
日
㈰
10
時
30
分

～
12
時
・
７
日
㈪
14
時
～
15
時
30

分
…
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
製
作

　
ロ
ボ
ッ
ト
が
サ
ッ
カ
ー
で
白
熱
の

勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日�

時
　
平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
・
13

日
㈰
９
時
20
分
～
17
時

場
所
　
同
大
学

問�
い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課

広
報
地
域
連
携
係

�
（
☎
�
５
０
１
６
）

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
者
募
集

冬
休
み
工
作
教
室

平
成
30
年
度
環
境
講
演
会

～
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念
～

平
成
30
年
度
室
蘭
工
業
大
学

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

冬
休
み
イ
ベ
ン
ト

第
25
回 

室
蘭
工
業
大
学

学
長
杯
争
奪
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か

市
外
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
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のぼりん文化講座

申し込みは開催日の３日前までです。

かっぽれ
（櫻

さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆ う

講師）
日�時　12月17日㈪13時30分～15時30分
内�容　楽しく粋な曲に合わ
せて行う江戸芸です

定員　15人（申し込み順）
持�ち物　動きやすい服装、
日本手拭い

初心者書道教室
（成

な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）
日時　12月19日㈬10時～12時
対象　18歳以上
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　墨

ぼく

液
えき

、筆（大小）、硯
すずり

、文
ぶん

鎮
ちん

、下敷き、
半紙、新聞紙

葉
は

画
が

教室
（高

た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師）
日時　12月21日㈮10時～12時
対象　18歳以上
内容　いろいろな葉で来年の干支を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）

陶芸教室
（佐

さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）
日�時　12月22日㈯９時30分～12時30分
対象　18歳以上
内�容　陶芸の基本を学びま
す

定�員　20人（申し込み順）
参�加料　1,000円（材料費）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

のぼりん展示コーナー
ゆかいな筆文字
（ゆかいな筆文字主催）
展�示期間　12月10日㈪９時～16日㈰15時
内�容　はがきサイズの作品
を展示します

体�験会　12月10日㈪・14日
㈮13時30分（18時まで受
け付け・参加料500円）。

※申込不要です。
問�い合わせ　鹿

しか

内
うち

さん（☎090－2074－3827）

サロンイベント
整
せ い

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
日時　12月15日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申し込み　12月14日㈮までに櫻

さくら

井
い

さん
� （☎�９１５４）

マンドリン演奏会
（コンパニア・デ・マンドリーナ主催）
日�時　12月15日㈯13時
30分～14時30分

内�容　クラシックや童
謡、映画音楽などの
演奏

問い合わせ　
　�田

た

中
なか

さん（☎090－3
773－6772）

年末年始の休館のお知らせ
　市民活動センター『のぼりん』は、12月31
日㈪から１月５日㈯まで休館します。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



たまにはアウトドアライフ
～アウトドア料理～
　冬場のキャンプに挑戦します。アウトドア料理
で温まり、この季節ならではのキャンプの過ごし
方を楽しみます。
日時　12月８日㈯13時30分～９日㈰９時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　2,500円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着、手
袋、帽子、軍手、飲み物、１日目の昼食、雨具
など
申し込み　12月７日㈮までにふぉれすと鉱山

木の学校
～ランプシェードをつくろう～
　自然素材を使って手作りのランプシェードづく
りをします。
日時　12月11日㈫10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　2,000円
持ち物　汚れてもよい服装、エプロン、昼食など
申し込み　12月９日㈰までにふぉれすと鉱山

森のようちえん
～冬も野あそび～
　雪が降り始めた鉱山で、目いっぱい外遊びを楽
しみます。
日時　12月16日㈰10時～13時
対�象　２歳から６歳までの子どもとその保護者
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着、手
袋、帽子、着替え、上履き、リュック、飲み物、
昼食など
申し込み　12月15日㈯までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日
～里山暮らしの日～
　冬の里山の手入れを行い、かまどでご飯を炊き
ます。
日時　12月22日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着、帽
子など

申し込み　12月21日㈮までにふぉれすと鉱山

コーザン・クリスマスナイト
　鉱山でクリスマスを楽しむイベントです。もの
づくりやカフェなどのプログラムを楽しみます。
※プログラムによっては定員があります。
日時　12月22日㈯13時～15時30分
参加料　実費
※当日、直接会場にお越しください。

山の学校
～野外クッキング～
　アウトドア料理に挑戦し、外遊びをします。
日時　12月23日㈰10時～15時
対象　小学４年生～中学３年生
参加料　300円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、防寒着、手
袋、帽子、軍手、飲み物、昼食、エプロン、マ
スク、三角巾、雨具など

申し込み　12月21日㈮までにふぉれすと鉱山

年末年始の休館のお知らせ
　ふぉれすと鉱山は、12月31日㈪から１月５
日㈯まで休館します。

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 ₉

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

※�12月26日㈬から１月７日㈪までは年末年始のため休
みます。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料）
●日本人形（55㌢㍍・３体）●スキー用具一式（靴27.5
㌢㍍、スキー200㌢㍍、ストック）●梅酒用ビン（大・
中・小）●ひな飾り（七段飾り）●パークゴルフクラブ
●ＬＰレコードプレーヤー●ＣＤ（クラシック・18曲入
り６枚）●北海道民謡大全集カセットテープ（５本）●
ピアノ●オルガン●園芸用小型噴

ふん

霧
む

器
き

●黒板（90㌢㍍×
120㌢㍍）●スタッドレスタイヤ（175㍉㍍×14㌅）

ゆずってください（無料に限ります）
●ラジオカセット●アウトドア用椅子・ベンチ●ベビー
用ハイローチェア●ベビー用歩行器●ベビー用風呂椅子
●抱っこひも●シュレッダー（Ａ４電動式）●冷蔵庫
（300㍑～500㍑）●洗濯機（５㌔～７㌔用）●三味線
（バチ付き）●洋裁セット（小学生男子用）●新生児用
チャイルドシート●電気ポット●大人用自転車●ストー
ブガード（大）●足踏みミシン（鉄製・動かなくても可）

銀河を渡る
沢
さわ

木
き

　耕
こう

太
た

郎
ろう

�著
　これまでに発表した作品に登場す
る『夢の都市』モロッコ・マラケシ
ュへの旅、高

たか

倉
くら

健
けん

さんへ贈る最後の
メッセージなど、自身の25年間にお
ける輝きを綴ったエッセイ集。

◇ことことこーこ� 阿
あ

川
がわ

　佐
さ

和
わ

子
こ

�著
◇草原のコック・オー・ヴァン� 柴

しば

田
た

　よしき�著
◇ある男� 平

ひら

野
の

　啓
けい

一
いち

郎
ろう

�著

文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

を使
つか

いこなす１　書
か

く道
どう

具
ぐ

　学
がっ

校
こう

や家
いえ

で毎
まい

日
にち

使っている文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

について、構
こう

造
ぞう

や使
つか

い方
かた

などを写
しゃ

真
しん

や図
ず

で解
かい

説
せつ

します。第
だい

１巻
かん

は、えん
ぴつやペンなどの『書

か

く道
どう

具
ぐ

』。正
ただ

しい持
も

ち方
かた

などを紹
しょう

介
かい

します。

Ｗ
ウ ィ ル

ＩＬＬこども知
ち

育
いく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

�編
へん

◇オオイシさん� 北
きた

村
むら

　直
なお

子
こ

�作
さく

◇すきま地
じ

蔵
ぞう

� 長
は

谷
せ

川
がわ

　義
よし

史
ふみ

�絵
え

◇ケイゾウさんの春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

� 市
いち

川
かわ

　宣
のぶ

子
こ

�さく

不用品 市ダイヤル

２
０
１
９
年
度
入
校
生
の
願
書
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　

・
12
月
８
日
㈯

11
時
～
14
時
30
分

・
12
月
16
日
㈰

10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

建
築
学
科
で
は
、
設
計
の
授
業
で
、

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）
と

呼
ば
れ
る
最
先
端
技
術
を
導
入
し
ま

し
た
。

こ
の
技
術
を
よ
り
活
用
す
る
た
め
、

同
学
科
は
10
月
か
ら
ゴ
ー
グ
ル
型
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
『
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
』
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｒ
は
、
頭
に
装
着
す

る
こ
と
で
、
仮
想
空
間
の
中
に
自
身

が
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
感
覚
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ

で
設
計
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
し

た
建
物
が
、
ま
る
で
現
実
世
界
に
存

在
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
た

め
、
そ
の
居
住
性
や
デ
ザ
イ
ン
の
快

適
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
の
前
で
リ
フ
ォ
ー
ム
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
体
験
で
き
ま
す

の
で
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

で
Ｖ
Ｒ
の
世
界
を
体
験
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ま
る
で
住
宅
展
示
場

～
Ｖ
Ｒ
技
術
を
駆
使
し
て
～

12
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�臨場感あふれるＶＲ体験

▲�ＢＩＭを活用した設計の授業
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

『
歩
こ
う
会
』
で
避
難
・

炊
き
出
し
訓
練

自
然
い
っ
ぱ
い
の

我
が
ま
ち
再
発
見

手
打
ち
そ
ば
は

格
別
の
味

50
年
の
そ
の
先
へ

　
富
岸
地
区
連
合
町
内
会
は
、
10
月

８
日
㈪
に
、
大
津
波
の
際
の
避
難
経

路
や
各
家
庭
か
ら
の
所
要
時
間
の
確

認
を
兼
ね
た
『
歩
こ
う
会
』
を
開
催

し
、
約
200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
女
性
役
員
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

も
併
せ
て
行
い
、
亀
田
霊
園
ま
で
約

３
㌔
㍍
を
歩
い
て
爽
や
か
な
汗
を
流

し
た
参
加
者
に
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
連
合
町
内
会
事
業
部
会
は
、
10

月
15
日
㈪
に
、
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
共
催
で
、

町
内
会
の
女
性
役
員
を
対
象
と
し
た

市
内
視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ま
ち
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ウ

シ
ト
湿
原
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
や
登
別

地
獄
谷
、
大
湯
沼
川
の
天
然
足
湯
な

ど
、
登
別
の
自
然
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
は
、
10
月
７

日
㈰
、
町
内
会
が
実
施
す
る
『
あ
い

あ
い
サ
ロ
ン
』
で
、
市
内
の
手
打
ち

そ
ば
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
町
内

会
会
員
２
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、

手
打
ち
そ
ば
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
そ
ば
粉
か
ら
そ
ば
に

す
る
ま
で
の
工
程
を
教
わ
っ
た
あ
と
、

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
、
香
ば
し
い
新

そ
ば
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
旭
ヶ
丘
町
内
会
は
、
10
月
７
日
㈰
、

老
人
憩
の
家
『
三
恵
園
』
で
、
町
内

会
創
立
50
周
年
を
記
念
す
る
式
典
と

祝
賀
会
を
開
催
し
、
町
内
会
活
動
に

貢
献
し
た
３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
町
内
会
活
動
の
歴
史

や
活
動
内
容
を
振
り
返
り
、
50
年
の

重
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

富
岸
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

市
連
合
町
内
会
事
業
部
会

�

部
会
長
　
雨あ

め

洗あ
ら
い

　
康や

す

江え

　
　

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
原は

ら

田だ

　
敬け

い

三ぞ
う

　
　

旭
ヶ
丘
町
内
会

�

会
長
　
関せ

き

　
　
國く

に

男お
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人のうごき（平成30年10月末日現在）／人口48,464（＋5）世帯24,917（－15）（　）は前月比

12月15
日土オー

プン（予定）

▶�営業期間　12月25日㈫～平成31年
３月31日㈰

※�積雪の状況により、期間が変更と
なる場合があります。

▶�場所　大滝総合運動公園（伊達市
大滝区大成町１）

▶コース（無料）
〇�3.5㌔㍍・５㌔㍍…起伏の少ない
雪体験の初心者コース

〇�５㌔㍍・８㌔㍍…起伏に富んだ中
級者から競技者向けコース

▶問い合わせ　大滝総合支所
� （☎０１４２�６１１１）

産直！白老牛・農産物フェア 大滝クロスカントリー
スキーコースオープン

だんパラスキー場
12月22日㈯オープン（予定）

▶�営業時間　10時～22時（12月31日
㈪と平成31年１月１日㈫は、16時
まで）
▶リフト料金
〇�日中券…一般2,000円、高校生
1,800円、中学生以下1,600円
〇�12回券…一般1,600円、高校生
1,500円、中学生以下1,300円
※�お得な２時間券やシーズン券など
もあります。詳しくは、ウェブサ
イトをご覧ください。
▶問い合わせ　だんパラスキー場
� （☎㊸５６００）

　白老町で肥育・生産された白老牛
の魅力を地域の皆さんに広く知って
いただく、冬のイベントを開催しま
す。
　新米やもち米、厚真おふくろ味噌、
ナガイモ、豆、ゴボウなど、ＪＡと
まこまい広域管内産の各種農産物も
販売します。
▶日時　12月８日㈯９時～11時
▶�場所　ＪＡとまこまい広域白老支
所（白老町本町１丁目７－４）
▶問い合わせ　同支所
� （☎０１４４�２２６６）

※子どもは４歳から小学生まで。３歳以下は無料。
※�10人以上の場合は、一日券が300円引き、６時
間券が200円引き。

▶�対象　胆振地域（登別市・室蘭市・伊達市・苫小
牧市・白老町・豊浦町・洞爺湖町・壮瞥町・安平
町・厚真町・むかわ町）に居住する方

▶�内容　スキー３点セットまたはスノーボード２点
セット、ウエア上下、グローブ、帽子、ゴーグル

▶レンタル料金（子どもも同額）
・４時間…2,000円（通常8,400円）
・１日……3,000円（通常10,900円）

※３ページにも関連記事があります。
※�積雪状況などにより期間が変更とな
る場合があります。

▶�日時　平成31年１月５日㈯10時～12時（午前の
部）、13時～15時（午後の部）

▶�対象　登別市・室蘭市・白老町に居住する小学１
年生以下の子ども

▶定員　各25人

問い合わせ　
　カルルス温泉サンライバスキー場
� （☎�２８７２）

カルルス温泉
サンライバスキー場

◎�スキー・スノーボードのフルセットレンタル
『手ぶらでいぶり』

◎ちびっこ集まれスキー・ボード初体験

▶営業期間・時間　12月15日㈯～平成31年３月21日㈭９時～16時

◎リフト料金
種　　別 料　　金

大人 子ども
一日券 3,000円 2,400円
６時間券 2,600円 2,100円
４時間券 2,300円 1,900円

回数券（11枚綴り） 2,300円 1,900円
１回券 　230円 　190円

シルバー券（６時間） （60歳以上）2,300円


